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❷

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も「
元
気
で
明
る
い
家
庭
を
築
け
る
野
田
市
」

の
実
現
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
で
は
、
昨
年
同
様
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
全
て
の
事
務
や
事
業
の
見
直
し
を
実
施
し
て
、
真

に
必
要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
組
織
の
統
廃
合
と
組
織
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
（
仮
称
）
の

新
設
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
資
源
の
１
つ
と
し
て
捉

え
、
市
民
全
体
が
取
り
組
め
る
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会

の
社
会
体
育
課
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
仮
称
）
に
改

称
し
、
市
長
部
局
の
自
然
経
済
推
進
部
へ
移
管
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

道
の
駅
の
整
備
は
、
必
要
な
事
項
を
検
討
す
る
組
織
と

し
て
、「
野
田
市
道
の
駅
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
今
後
、
基
本
計
画
の
作
成
に
向
け
た
課
題
に
つ

い
て
意
見
を
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
同

委
員
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
あ
る
国
土
交
通
省
千
葉
国
道

事
務
所
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

鉄
道
事
業
関
連
で
は
、
東
武
野
田
線
連
続
立
体
交
差

事
業
に
お
け
る
野
田
市
駅
及
び
愛
宕
駅
の
駅
舎
等
の
取

壊
し
が
完
了
し
、高
架
橋
築
造
工
事
が
本
格
化
し
て
お
り
、

両
駅
の
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
も
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
下
鉄
８
号
線
の
建
設
実
現
に
向
け
て
は
、

同
盟
会
と
連
携
し
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

放
鳥
し
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、「
ヤ
マ
ト
」
や
「
ひ

か
る
」
な
ど
4
羽
が
、
野
田
市
付
近
を
基
点
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
餌
が
少
な
い
冬
の
時
期
も
こ
の
ま
ま
野

田
市
で
過
ご
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
定
着
に
向
け
た
新
た

な
一
歩
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
生
物
多
様
性
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
引
き
続
き
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
視

点
も
入
れ
た
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
も
全
て
の
小
中
学
校
を
訪
問
し
、
児
童
生

徒
と
直
接
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
野
田
市
の
良
さ
を
理
解
し
、
郷
土

愛
を
持
っ
て
ず
っ
と
住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
を
今

後
の
施
策
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
る
く
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

野
田
市
長

鈴

木

有

市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

個
人
・
団
体
に
表
彰
状
と
感
謝
状

　
「
第
47
回
野
田
市
表
彰
式
」を
１
月
４
日
、
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
や
教
育
な
ど
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
個
人

に
表
彰
状
を
、
ま
た
、
公
共
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
・

団
体
に
感
謝
状
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り
し
ま
す
。（
順
不
同
）

《
産
業
振
興
功
労
》

髙
梨

兵
左
衛
門
氏（
85
）
野
田
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
中
小
企
業
の
経
営
環
境
の
安
定
及
び
改
善
事
業
に
取
り
組
み
、
野
田
市

の
発
展
に
尽
力
（
旭
日
小
綬
章
受
章
）

《
土
地
改
良
事
業
功
労
》

渡
辺

昭
博
氏（
70
）
多
年
に
わ
た
り
地
域
農
業
及
び
環
境
保
全
に
貢
献

し
、
野
田
市
の
発
展
に
尽
力
（
旭
日
双
光
章
受
章
）

《
消
防
功
労
》

佐
賀

悦
男
氏（
67
）
野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消

防
業
務
に
尽
力
（
瑞
宝
双
光
章
受
章
）

小
川
原

宗
嗣
氏（
67
）
野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

消
防
業
務
に
尽
力
（
瑞
宝
双
光
章
受
章
）

《
教
育
文
化
功
労
》

飯
島

清
氏（
90
）
多
年
に
わ
た
り
菊
づ
く
り
を
通
し
地
域
文
化
の
推
進
、

伝
統
文
化
の
伝
承
に
尽
力

村
瀨

隆
氏（
70
）
小
中
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
野
田
市
の
教

育
振
興
に
尽
力

篠
塚

勝
美
氏（
53
）
教
職
員
と
し
て
学
校
教
育
の
実
践
等
に
顕
著
な
成

果
を
あ
げ
た
（
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
受
章
）

田
浦

弘
美
氏（
57
）
教
職
員
と
し
て
学
校
教
育
の
実
践
等
に
顕
著
な
成

果
を
あ
げ
た
（
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
受
章
）

野田市表彰
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
議
会

を
目
指
し
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

さ
て
、
昨
年
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
は
、
平
昌

冬
季
五
輪
で
過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸

き
、
中
で
も
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
で
は
、
流
行
語
大
賞

に
輝
く
会
話
に
心
が
温
ま
る
思
い
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
野
球
界
で
は
大
谷
翔
平
選
手
、
テ
ニ
ス
界
で
は

大
坂
な
お
み
選
手
な
ど
、
才
能
あ
ふ
れ
る
選
手
に
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
憧
れ
を
抱
い
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
く
、
ア
ジ
ア
競
技
大

会
に
お
い
て
、
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
・
ク
ワ
ッ
ド
種
目
で
佐
藤

優
樹
さ
ん
が
銀
メ
ダ
ル
、
陸
上
の
走
り
高
跳
び
で
戸
邉

直
人
さ
ん
が
銅
メ
ダ
ル
を
見
事
に
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

明
る
い
話
題
が
多
か
っ
た
一
方
、
西
日
本
豪
雨
や

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
災
害
も
発
生
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
野
田
市
に
お
い
て
も
、
台
風
24
号
の
強
風
で
倒

木
に
よ
る
通
行
止
め
が
多
方
面
で
発
生
し
、
ま
た
、

全
て
の
世
代
が
生
き
生
き
と
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て

野
田
市
議
会
議
長鶴

岡

潔

大
阪
府
北
部
地
震
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
被
害
に
よ

り
全
国
的
に
波
及
し
た
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
へ
の
対

応
な
ど
、
防
災
、
減
災
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。　
　

野
田
市
の
明
る
い
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す

と
、
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
野
田
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
鉄
道

網
の
整
備
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
東
京
直

結
鉄
道
誘
致
運
動
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
行
政
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
先
進
事
例
の
調
査
研
究
を
進
め

る
と
と
も
に
、
施
策
の
拡
充
や
見
直
し
、
新
た
な
提

案
な
ど
、
行
政
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク
の
み
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

提
言
を
行
い
、
全
て
の
世
代
が
生
き
生
き
と
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
努
力

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

本
年
も
市
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

《
保
健
衛
生
功
労
》

牧

壽
次
氏（
70
）
小
中
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童

生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

飯
塚

克
夫
氏（
70
）
小
中
学
校
の
学
校
薬
剤
師
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児

童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

岡
田

一

氏（
70
）
幼
稚
園
、
小
学
校
等
の
学
校
医
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

新
村

與
平
氏（
70
）
小
中
学
校
の
学
校
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
生

徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

⻆
脇

進
氏（
70
）
小
中
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童

生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

《
地
域
環
境
保
全
功
労
》

柄
澤

保
彦
氏（
71
）
多
年
に
わ
た
り
自
然
保
護
及
び
保
全
活
動
に
貢
献

し
、
野
田
市
の
発
展
に
尽
力
（
環
境
大
臣
表
彰
受
章
）

《
社
会
福
祉
功
労
》

杉
﨑

順
三
良
氏（
86
）
多
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
貢
献
し
、

野
田
市
の
発
展
に
尽
力
（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
章
）

白
石

秀
敏
氏（
72
）
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
活
動
に
貢
献
し
、
野
田
市

の
発
展
に
尽
力
（
法
務
大
臣
表
彰
受
章
）

《
ス
ポ
ー
ツ
功
労
》

瀨
尾

英
明
氏（
18
）
国
民
体
育
大
会
の
陸
上
競
技
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
、
野
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

海
鋒

泰
輝
氏（
18
）
国
民
体
育
大
会
並
び
に
全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
野
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

《
感
謝
状
》

松
浦
建
設
株
式
会
社
様

音
頭
金
属
株
式
会
社
様

茂
木

明
光
様

木
村

朝
子
様
、
二
家
本

み
な
と
様
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◆
全
事
務
事
業
の
見
直
し　

自
治
会

に
関
す
る
事
務
事
業
見
直
し
は
、
自
治

会
と
一
緒
に
進
め
て
お
り
、
11
月
に
自

治
会
連
合
会
正
副
会
長
と
理
事
と
そ
れ

ぞ
れ
協
議
し
ま
し
た
。
各
自
治
会
の
考

え
や
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
本
年
度

中
に
自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

結
果
を
基
に
自
治
会
と
協
議
し
な
が
ら

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し
や
総
合
計

画
の
実
施
計
画
の
策
定
、
予
算
編
成
作

業
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
連
続
立
体
交
差
事
業
及
び
関
連
す

る
事
業　

野
田
市
駅
と
愛
宕
駅
の
駅
舎

デ
ザ
イ
ン
は
、
千
葉
県
、
野
田
市
、
東

武
鉄
道
で
構
成
す
る
東
武
野
田
線
連
続

立
体
交
差
事
業
協
議
会
に
諮
り
、
11
月

に
最
終
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　

平
成
30
年
第
６
回
定
例
市
議
会
で
、
鈴
木
市
長
は
12
月

４
日
に
、
事
務
事
業
の
中
で
も
最
も
重
要
な
自
治
会
に
関

す
る
事
務
事
業
の
見
直
し
や
子
ど
も
た
ち
と
の
意
見
交
換

な
ど
、
各
種
施
策
の
進
捗
状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
30
年
第
６
回
定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

で
は
、
地
区
北
側
の
物
件
補
償
は
、
所

有
者
に
よ
る
撤
去
が
開
始
さ
れ
、
野
田

市
駅
愛
宕
線
、
野
田
市
駅
前
線
の
道

路
築
造
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

◆
東
京
直
結
鉄
道
の
建
設
実
現
に
向

け
て　

地
下
鉄
８
号
線
建
設
促
進
並

び
に
誘
致
期
成
同
盟
会
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
31
年
１
月
９
日
に
東
京
直
結

鉄
道
建
設
・
誘
致
促
進
連
絡
協
議
会

と
合
同
で
千
葉
県
知
事
要
望
を
行
い
、

そ
の
後
、
国
土
交
通
大
臣
・
埼
玉
県
・

茨
城
県
の
各
県
知
事
に
対
す
る
要
望

活
動
を
展
開
す
る
た
め
の
日
程
調
整
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

継
続
的
な
官
民
一
体
の
取
り
組
み
と

し
て
、
産
業
祭
の
会
場
で
、
東
京
直
結

鉄
道
建
設
・
誘
致
促
進
大
会
千
葉
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、
31
年
１
月
26

日
、
坂
東
市
で
、
第
32
回
東
京
直
結

鉄
道
建
設
・
誘
致
促
進
大
会
総
決
起

大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
10
月
に
市

民
会
館
で
都
市
高
速
鉄
道
東
京
８
号
線

整
備
検
討
調
査
に
関
す
る
本
年
度
の
第

１
回
調
査
委
員
会
を
開
催
し
、
市
内
２

駅
周
辺
を
含
め
た
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
な
ど
を
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業　

準

備
の
整
っ
た
も
の
か
ら
順
次
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
10
月
に
「
決
定

版
！
野
田
の
伝
説
・
昔
ば
な
し
」、
産
業

祭
で
「
み
ん
な
で
つ
く
る
野
田
の
冒
険

２
０
１
８
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
11
月
に
「
第
５
回
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
産
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
フ
ェ
ス
タ
」
を
拡
大
し
、
キ
ッ
ズ
賞

を
設
け
て
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
生
物
多
様
性
自
然
再
生
の
取
り
組

み

茨
城
県
小お

み美
玉た

ま

市し

で
死
亡
し
た

「
だ
い
ち
」
の
病
理
解
剖
で
は
、
死
亡
の

主
た
る
要
因
は
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
に
絡
ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
擦さ

っ
か
し
ょ
う

過
傷
と
衰
弱
に
よ

る
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
骨
折

や
臓
器
の
異
常
は
な
く
、
栄
養
状
態
に

も
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
解
剖
後
の
個
体
は
、
茨
城
県
の

自
然
博
物
館
で
剥は

く
せ
い製
標ひ

ょ
う
ほ
ん本
等
の
展
示

資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

31
年
の
繁
殖・放
鳥
は
、「
コ
ウ
く
ん
」

と
「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」
以
外
の
ペ
ア
か
ら

生
ま
れ
た
卵
を
ふ
化
さ
せ
る
考
え
で
す

が
、血
統
に
配
慮
し
た
判
断
も
踏
ま
え
、

協
議
・
調
整
を
進
め
ま
す
。

　

放
鳥
個
体
の
「
き
ず
な
」、「
ひ
か
る
」、

「
き
ら
ら
」
が
渡わ

た
ら
せ
ゆ
う

良
瀬
遊
水す

い
ち地
周
辺
で
、

「
ヤ
マ
ト
」
は
現
在
も
市
内
を
基
点
に
活

動
し
て
い
ま
す
。「
ヤ
マ
ト
」
が
餌
の
少
な

く
な
る
冬
の
時
期
も
こ
の
ま
ま
野
田
市

で
過
ご
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
定
着
に
向
け

た
新
た
な一歩
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
剪せ

ん
て
い定
枝し

堆た
い
ひ肥
の
市
民
向
け
試
験

配
布　

市
民
向
け
配
布
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
試
験
的
な

無
料
配
布
と
要
望
調
査
を
２
年
間
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
か
ら
継
続

配
布
を
希
望
す
る
と
の
回
答
を
得
た
の

で
、
９
月
か
ら
毎
月
第
１
日
曜
日
の
無

料
配
布
を
再
開
し
ま
し
た
。
９
月
は
186

件
で
約
21
ト
ン
、
10
月
は
193
件
で
約
22

ト
ン
、
11
月
は
159
件
で
約
19
ト
ン
。
抽

選
で
配
布
す
る
月
も
あ
る
こ
と
か
ら
好

評
を
得
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
市
長
と
話
そ
う
集
会　

10
月
か
ら

11
月
に
全
て
の
小
中
学
校
を
訪
問
し
、

児
童
生
徒
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。意
見
交
換
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
遊
べ
る
広
い
公
園
が
欲

し
い
と
いっ
た
要
望
や
東
京
直
結
鉄
道
の

整
備
に
関
す
る
質
問
や
要
望
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
野
田
市
に
し
て
ほ
し
い
な
ど

の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
野
田
市
で

生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な

っ
て
も
ず
っ
と
野
田
市
に
住
み
続
け
て
も

ら
う
た
め
に
、
意
見
や
要
望
を
今
後
の

施
策
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
通
学
途
中
の
道
に
穴
が
空
い
て

い
る
の
で
補
修
し
て
ほ
し
い
と
いっ
た
要
望

や
道
が
暗
いの
で
明
る
く
し
て
ほ
し
い
と
い

っ
た
要
望
に
対
し
て
、
対
応
可
能
な
も
の

は
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
鈴
木
貫
太
郎
翁
没
後
70
周
年
記
念

事
業　

11
月
４
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

８
月
か
ら
の
３
か
月
間
の
来
館
者
は
、

昨
年
１
年
間
の
来
館
者
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
。
市
内
外
の
方
に
貫
太
郎

翁お
うの

偉
業
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
の

で
、
今
後
も
、
折
に
触
れ
、
企
画
展
な

ど
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
待
機
児
童
対
策　

定
義
上
の
待
機

児
童
数
は
、11
月
時
点
で
75
人
と
な
り
、

自
治
会
に
関
す
る

事
務
事
業
見
直
し
や

　

市
長
と
話
そ
う
集
会
な　
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待
機
児
童
を
含
む
保
留
者
は
、
236
人

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
195
人
が
保

育
士
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

保
育
士
確
保
策
と
し
て
、
31
年
１
月
に

第
２
回
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催
し
、

引
き
続
き
、保
育
士
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
の
量
の
確
保
策
と
し
て
、

野
田
北
部
幼
稚
園
を
運
営
す
る
「
学
校

法
人
加
藤
学
園
」
が
、
来
年
度
の
開
園

に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い
る
保
育
所
型

認
定
こ
ど
も
園
「（
仮
称
）
Ｋカ

ナ

デ

ａｎａ
ｄｅ

野
田
こ
ど
も
園
」
の
開
園
を
６
月
に
延
期

し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
開

園
が
延
期
に
な
っ
て
も
待
機
児
童
解
消

に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
市
と
し
て
は
、
了

承
し
、
今
議
会
の
補
正
予
算
に
関
係
予

算
の
繰
越
明
許
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
開
園
の
延
期
に
よ
る
定
員
の

減
は
な
く
、
当
初
予
定
し
て
い
た
幼
稚

園
部
分
で
３
人
、
保
育
所
部
分
で
129
人

分
の
入
所
枠
が
確
保
で
き
ま
す
の
で
、

待
機
児
童
と
保
留
者
の
解
消
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
学
童
保
育
所
の
過
密
化
対
策　

11

月
１
日
時
点
の
学
童
保
育
所
の
入
所
児

童
数
は
千
522
人
で
、
ピ
ー
ク
時
の
夏
休

み
期
間
以
降
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

前
年
同
時
期
よ
り
107
人
多
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
国
の
基
準
に
基
づ
く
１
人
当

た
り
の
保
育
室
面
積
を
下
回
る
学
童
保

育
所
は
、
ピ
ー
ク
時
の
８
月
と
比
較
し

３
か
所
減
の
８
か
所
、
小
学
校
区
単
位

で
は
、
複
数
の
学
童
保
育
所
が
あ
る
校

区
で
３
か
所
の
減
、
単
独
の
学
童
保
育

所
の
校
区
で
１
か
所
の
減
と
な
り
、
小

学
校
区
単
位
で
の
過
密
化
は
、
一
時
的

に
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

過
密
化
対
策
は
、
岩
木
小
学
校
区

で
、
第
二
学
童
保
育
所
に
隣
接
す
る
教

室
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、
来
年
１
月

か
ら
第
二
学
童
保
育
所
の
増
設
分
と
し

て
運
営
を
開
始
す
る
た
め
、
設
置
に
係

る
条
例
改
正
を
今
議
会
に
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
学
童
保
育
所
が
あ
る

11
か
所
の
小
学
校
区
で
は
、
入
所
児
童

数
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
で
改
善
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
平
成
31
年

度
か
ら
過
密
化
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、

新
1
年
生
を
対
象
に
抽
選
に
よ
る
振
り

分
け
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
関
係
学
童
保
育
所
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
た

く
、
11
月
15
日
か
ら
説
明
会
を
順
次

開
催
し
て
お
り
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

踏
ま
え
、
最
終
的
な
方
針
を
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
未
来
教
室　

10
月
30
日
の

関
宿
小
学
校
で
の
実
施
を
最
後
に
、
本

年
度
の
小
学
校
3
年
生
の
教
室
を
終

了
し
ま
し
た
。最
終
の
申
込
者
は
518
人
、

出
席
率
は
94
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

現
在
、
参
加
児
童
と
そ
の
保
護
者
、
各

学
校
の
担
当
教
諭
を
対
象
に
、
実
施
内

容
や
参
加
児
童
の
学
習
面
の
変
化
等
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
教
室
で
は
、
７
月

に
実
施
し
た
総
合
テ
ス
ト
の
結
果
を
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
簡
単
な
英
単
語
も
き

ち
ん
と
書
け
な
い
状
況
が
判
明
し
て
い

ま
す
。
基
礎
的
な
英
単
語
の
習
得
、
特

に
ス
ペ
リ
ン
グ
の
小
テ
ス
ト
な
ど
の
活
用

が
有
効
と
思
わ
れ
る
た
め
、
繰
り
返
し

小
テ
ス
ト
を
行
って
い
ま
す
。
数
学
で
は
、

基
礎
的
な
計
算
問
題
を
解
く
能
力
は
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
上
昇
し
て
い
く
一

方
、
応
用
問
題
の
正
答
率
が
非
常
に
低

い
状
況
と
な
って
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

学
年
別
に
対
応
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
「
介
護
予
防
10
年
の
計
」　

高
齢
者

の
通
い
の
場
「
え
ん
が
わ
」
は
、
９
月

か
ら
補
助
金
交
付
申
請
の
受
付
を
開

始
し
、
11
月
26
日
現
在
、
７
団
体
に
対

し
開
設
・
運
営
費
用
の
交
付
を
決
定
し

ま
し
た
。
現
在
複
数
の
団
体
か
ら
相
談

も
受
け
て
お
り
、
え
ん
が
わ
の
開
設
が

市
内
各
地
区
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
順
調

な
滑
り
出
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
企
業
」

は
、
９
月
か
ら
登
録
受
付
を
開
始
し
、

10
月
１
日
付
け
で
生
活
協
同
組
合
パ
ル

シ
ス
テ
ム
千
葉
が
登
録
し
ま
し
た
。
介

護
予
防
サ
ポ
ー
ト
企
業
も
、
数
件
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
更
な
る
登
録

企
業
の
募
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
介
護
職
員
合
同
就
職
相
談
会　

介

護
現
場
に
お
け
る
介
護
職
員
の
確
保

対
策
を
目
的
に
、
初
め
て
の
介
護
職
員

合
同
就
職
相
談
会
を
９
月
に
開
催
し
、

26
人
の
方
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
採
用
に
つ
な
が
っ
た
方
が
、
11

月
１
日
現
在
、
６
人
と
い
う
状
況
で
一

定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
内
介
護
事
業
所
の

介
護
職
員
の
充
足
を
図
る
た
め
、
介
護

の
仕
事
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
更
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
就

職
相
談
会
を
次
年
度
以
降
も
企
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改

修

福
田
地
区
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
築
44
年
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、

大
規
模
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
改

修
に
当
た
り
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
耐
震
に
は
問
題
が
な
い
こ
と

か
ら
、
耐
震
補
強
工
事
は
必
要
な
い
が
、

屋
根
や
外
壁
の
補
修
等
の
建
物
の
老
朽

化
に
対
応
す
る
工
事
を
実
施
し
た
い
と

考
え
、
改
修
箇
所
の
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

◆
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
助
成

県
内
で
風
し
ん
患
者
が
増
加
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
10
月
か
ら
は
、
妊

娠
し
て
い
る
女
性
の
同
一
世
帯
の
方
や

妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
と
そ
の
同

一
世
帯
の
方
を
対
象
に
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
と
ん
と
ん
み
ず
き
橋　

地
元
の
皆
さ

ん
に
経
過
等
を
説
明
す
る
た
め
、
８
月

25
日
・
26
日
の
両
日
、
南
部
梅
郷
公
民

館
で
説
明
会
を
開
催
し
、
延
べ
49
人
の

方
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
撤
去
後

は
白
紙
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
意
見

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
木も

っ

橋き
ょ
うに
よ
る
再
築

を
望
む
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
中
に

は
鋼こ

う
せ
い製

の
歩
道
橋
で
も
良
い
か
ら
架
け

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
月
28
日
に
南
部
梅
郷

公
民
館
で
２
回
目
の
説
明
会
を
開
催

し
、
23
人
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
木も

っ

橋き
ょ
う

残
部
の
撤
去
工
事
を
説

明
し
、
来
年
３
月
15
日
ま
で
に
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
市
の
財

政
状
況
と
撤
去
後
の
再
利
用
の
た
た
き

台
と
し
て
４
つ
の
案
を
提
示
し
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
再
築
を
強
く
望
む
意

見
が
多
い
反
面
、
反
対
意
見
も
一
部
出

ま
し
た
の
で
、
み
ず
き
地
区
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
詳
細
に
把
握
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策　

大

阪
府
北
部
地
震
に
よ
る
ブ
ロッ
ク
塀
の
倒

「えんがわ」を自治会館で開催
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壊
被
害
を
受
け
、
道
路
に
面
し
た
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
安
全
診
断
に
対
す
る
補
助
金

の
申
請
受
付
を
７
月
か
ら
開
始
し
、
11

月
26
日
現
在
、
申
請
の
あ
っ
た
14
件
は
、

全
て
安
全
診
断
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
定
例
会
で
補
正
予
算
の

議
決
を
い
た
だ
い
た
危
険
私
有
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金
も
、
申
請
受

付
を
10
月
15
日
か
ら
開
始
し
、
11
月

26
日
現
在
、
事
前
相
談
が
40
件
、
申

請
件
数
は
10
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
全
域
の
通
学
路
に
あ

る
危
険
な
ブ
ロッ
ク
塀
等
の
調
査
は
、
7

月
か
ら
8
月
ま
で
全
庁
を
挙
げ
た
簡
易

診
断
の
結
果
、
約
9
千
800
か
所
の
調
査

が
完
了
し
ま
し
た
。
危
険
と
判
断
さ
れ

た
ブ
ロッ
ク
塀
等
は
、
10
月
か
ら
市
の
建

築
技
師
等
に
よ
る
訪
問
調
査
で
所
有
者

に
対
し
、
撤
去
や
改
善
な
ど
の
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
緊
急
点
検
に
よ
り
判
明
し
た

公
共
施
設
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
41
施
設

56
か
所
の
改
善
状
況
は
、
緊
急
度
の
高

い
も
の
か
ら
順
に
改
善
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
17
か
所
で
撤
去
が
完
了
し
、

撤
去
率
は
30
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

残
り
39
か
所
の
う
ち
、
４
か
所
が
現
在

改
善
中
で
、
撤
去
済
み
の
箇
所
を
含
む

30
か
所
の
改
善
費
用
を
今
議
会
の
補

正
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
第
36
回
総
合
防
災
訓
練
「
防
災
フ
ェ

ア
」　

10
月
に
野
田
市
総
合
防
災
訓
練

「
防
災
フ
ェア
」
を
イ
オ
ン
ノ
ア
店
南
側

駐
車
場
で
実
施
し
、
593
人
の
来
場
者
が

あ
り
ま
し
た
。
市
民
が
気
軽
に
参
加
し
、

防
災
への
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
会
場
を

商
業
施
設
内
に
変
更
し
、
26
団
体
、
183

人
に
参
加
い
た
だ
き
、
各
種
展
示
ブ
ー
ス

の
設
置
や
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

◆
原
子
力
災
害
に
お
け
る
水
戸
市
民
の

県
外
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定　

災
害

対
策
基
本
法
及
び
茨
城
県
が
策
定
し
た

広
域
避
難
計
画
に
基
づ
き
、
日
本
原
子

力
発
電
株
式
会
社
東
海
第
二
発
電
所
で

原
子
力
災
害
が
発
生
、
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
際
の
水
戸
市
民
の
広
域
避
難

に
関
す
る
避
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
、
10
月
に
近
隣
５
市
と
と
も
に
、
水

戸
市
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
協
定
で
は
、
広
域
避
難
の
基
本
的

事
項
と
し
て
、「
野
田
市
自
ら
が
被
災
す

る
な
ど
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
野
田
市
は
水
戸
市
民
を
受
け
入

れ
る
」、「
受
入
期
間
は
、
原
則
と
し
て
１

か
月
以
内
」、「
避
難
退
域
時
検
査
（
ス

ク
リ
ー
ニン
グ
）
は
、
茨
城
県
が
実
施
す

る
」、「
必
要
物
資
は
、
水
戸
市
と
茨
城

県
が
確
保
す
る
」、「
避
難
に
要
し
た
費

用
は
水
戸
市
が
負
担
す
る
」、「
相
互
協

定
と
し
て
、
野
田
市
が
被
災
し
、
復
旧

の
た
め
の
支
援
な
ど
、
応
援
を
必
要
と

す
る
場
合
に
水
戸
市
は
、
全
面
的
に
野

田
市
に
対
す
る
支
援
を
行
な
う
」
と
し

て
お
り
、
避
難
の
方
法
や
避
難
所
、
ス
ク

リ
ー
ニン
グ
等
の
細
目
的
事
項
は
、今
後
、

水
戸
市
と
協
議
の
上
、
関
係
各
所
と
の

調
整
を
通
じ
て
、「
実
施
要
領
」
と
し
て

取
り
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
協
定
の
締
結
が
東
海
第
二

発
電
所
の
再
稼
働
に
つ
な
が
る
と
懸
念

さ
れ
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、当
協
定
は
、

現
に
あ
る
東
海
第
二
発
電
所
の
災
害
リ

ス
ク
に
備
え
、
災
害
時
に
お
け
る
水
戸

市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
も
の
で
あ

り
、
東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
働
を
前

提
と
し
た
協
定
で
は
な
い
こ
と
を
申
し

添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
自
動
販
売
機
を
活
用
し
た
防
犯
カ

メ
ラ
に
関
す
る
協
定　

10
月
に
一
般
社

団
法
人
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
機
構
と
「
自
動
販
売
機
を
活

用
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
６
台
の
自
動
販
売
機

を
設
置
し
、
そ
の
売
上
の
一
部
を
活
用

し
、
４
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
12
月
末
ま

で
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
県
の
補

助
金
を
毎
年
活
用
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
現
在
15
台
の
設
置
手
続
き

を
進
め
、
今
年
度
中
に
は
合
計
19
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

◆
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

等　

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設

置
と
管
理
を
促
す
た
め
の
条
例
の
制
定

を
環
境
審
議
会
に
諮
問
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き
の
案
を
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
11
月
か
ら
12
月

ま
で
の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
き
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
道
の
駅
の
整
備　

野
田
市
「
道
の
駅

基
本
構
想
」
及
び
野
田
市
「
道
の
駅
整

備
基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
必
要

な
事
項
を
検
討
す
る
組
織
と
し
て
、「
野

田
市
道
の
駅
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
11
月
に
「
第
１
回
道
の

駅
整
備
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
、
今

ま
で
の
「
道
の
駅
の
整
備
に
係
る
研
究

会
」
に
お
け
る
検
討
経
緯
を
は
じ
め
、

同
研
究
会
で
作
成
し
た
「
野
田
市
道

の
駅
基
本
構
想
（
素
案
）」
を
説
明
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
次
回
の
検
討
委
員
会
で

は
、
道
の
駅
の
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
を
は
じ

め
、
今
後
の
基
本
計
画
の
作
成
に
向
け

た
課
題
に
関
し
て
意
見
を
頂
き
た
い
た

め
、
31
年
３
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
同
委
員
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で

あ
る
国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所
と

相
談
を
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

◆
結
婚
支
援
事
業　

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
の
11
月
26
日
ま
で
の
交
付

決
定
件
数
は
４
件
、
交
付
決
定
額
が

94
万
766
円
で
す
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
事
業
は
、「
料
理
婚

活
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
学

生
を
除
く
独
身
の
男
女
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
素
敵
な
出
会
い
が
提
供
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
前
に
男
性
参
加
者
を
対
象
に
、
婚

活
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

　

議
場
で
の
届
け
出
挙
式
は
、
10
月
か

ら
11
月
ま
で
の
間
募
集
し
ま
し
た
が
、

応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
の

実
施
に
向
け
て
、
新
た
な
実
施
方
法
や

周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し　

こ
れ

ま
で
６
回
の
行
政
改
革
推
進
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
活
用
の

推
進
や
組
織
の
統
廃
合
と
組
織
体
制
の

整
備
、
効
率
的
な
人
材
活
用
の
推
進
及

び
使
用
料
等
の
負
担
の
適
正
化
等
、
次

期
行
政
改
革
大
綱
の
素
案
の
取
り
ま
と

め
に
向
け
た
審
議
が
進
ん
で
い
ま
す
。

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
２
１
４
２
５

◆愛のともし
び基金指定寄
附金… ▼350
万円＝茂木明
光様（木間ケ
瀬）

寄 附

体験して防災への理解を
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　足環は、外見のみでは難しいコウノトリの
個体を識別するための大きな手掛かりです。
平成 27 年に野田で放鳥された翔

しょう

と未
み

来
き

の左
足には黒・緑の 2本の足環が付けられ、右足
には異なる組み合わせの色の足環が付けられ
ました。
【問合せ】みどりと水のまちづくり課
【ＨＰ検索】1006581

コウノトリの足環
コウノトリと共に暮らすまちづくり⑧

翔 未来

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
考
え
を

直
接
市
に
届
け
る
制
度
と
し
て
、
公

募
委
員
を
募
集
し
た
り
、
政
策
や
基

本
的
な
計
画
、
条
例
な
ど
の
案
を
つ

く
る
と
き
に
、
広
く
意
見
を
募
集
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き

が
あ
り
ま
す
。

公
募
委
員
で
市
政
に
参
画
を

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
公
募
委
員
と
し

て
審
議
会
や
協
議
会
に
参
加
す
る
と
、

直
接
、
意
見
や
提
案
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
普
段
の
生
活
の
中
で

考
え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ

と
、「
こ
こ
を
変
え
た
ら
も
っ
と
良

く
な
る
」「
こ
こ
は
非
効
率
で
は
な

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
で

公
正
性
と
透
明
性
を
確
保

い
か
」
な
ど
、
市
民
の
視
点
で
提
案

を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
委
員
に
は
、
日
額
（
会

議
１
回
に
つ
き
）
６
千
500
円
の
報
酬

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
野
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
市
史
編
さ

ん
担
当
窓
口
、
関
宿
支
所
、
北
・
中

央
・
南
の
各
出
張
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能

【
応
募
資
格
】
①
～
④
全
て
に
該
当

す
る
方
＝
①
２
月
８
日
現
在
で
市
内

に
１
年
以
上
居
住
し
選
挙
権
を
有
す

る
、
②
公
募
に
よ
り
市
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
に
就
い
て
い
な
い
、
③
市

の
議
員
で
は
な
い
、
④
市
の
職
員
で

は
な
い
（
一
部
の
非
常
勤
特
別
職
を

除
く
）

【
応
募
方
法
】
申
込
書
を
２
月
８
日
金

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送

か
直
接
持
参
（
土
・
日
・
㊗
を
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
応
募
可
能

　

な
お
、
申
込
書
の
受
付
後
に
面
接

を
行
い
、
選
考
結
果
は
応
募
さ
れ
た

方
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き

は
、
市
政
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
市
の
基
本
的
な
計
画

や
条
例
な
ど
を
決
め
る
と
き
に
、
事

前
に
内
容
を
公
表
し
、
広
く
意
見
を

募
集
す
る
制
度
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
や
提
案
を
参
考

に
し
な
が
ら
計
画
や
条
例
を
決
定
し

ま
す
。寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
と
、

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表

し
ま
す
。

●
野
田
市
行
政
改
革
大
綱
の
改
訂
の
一

部
（
素
案
）　

　

平
成
32
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
や
再
任
用
職

員
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
職
員
定
数
を
早
急
に
見
直
し
、

市
の
方
針
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
前
倒
し
で
見
直
し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】
行
政
管
理
課
窓
口
、
市

役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図
書
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能

【
提
出
方
法
】
所
定
の
用
紙
か
任
意

の
書
式
を
直
接
持
参
（
土
・
日
・
㊗

を
除
く
）
す
る
か
、
閲
覧
場
所
の
意

見
投
函
箱
に
投
函
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
提
出
す
る
ほ
か
、フ
ァ
ク
ス
、

郵
送
（
最
終
日
の
消
印
有
効
）
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
、
案
件
名
と
素
案

に
対
す
る
意
見
、
住
所
・
氏
名
（
法

人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
所
在
地・

団
体
名
・
代
表
者
氏
名
）
を
明
記
し
、

担
当
課
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見
の
概
要
や

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、

個
人
情
報
を
除
き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。
意
見
を
い
た
だ
い

た
方
へ
の
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
公
募
委
員
は
１
０
０

４
７
７
２
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
き
は
１
０
０
１
２
３
０

野
田
市
行
政
改
革
大
綱
の
改
訂
の
一

部
（
素
案
）

案
件
名

１
月
４
日
金
～

　
　

２
月
６
日
水

募
集
期
間

〒
278
‐
８
５
５
０

野
田
市
役
所
行
政
管
理
課

７
１
２
３
・
１
０
７
４

担
当
課

野
田
市
史
編
さ
ん
委

員
会 審

議
会
の
名
称

２
人

募
集
人
数

１
月
４
日
金
～

２
月
８
日
金

募
集
期
間

〒
278
‐
８
５
５
０

野
田
市
役
所
市
史
編
さ
ん
担
当

担
当
課

■公募委員の募集概要

■パブリック・コメント
　手続きの募集概要

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案
を
市
政
に

取
り
入
れ
る
た
め
、
審
議
会
な
ど
の
委
員
の
公
募
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き
な
ど
の
市
民
参
加
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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江
戸
時
代
、
諸
国
の
大
名
な
ど
は

参
勤
交
代
に
よ
っ
て
原
則
１
年
お
き

に
江
戸（
今
の
東
京
）に
住
む
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
、
徳
川
幕
府
は
江
戸

屋
敷
地
を
貸
し
与
え
ま
し
た
。
関
宿

藩
の
藩
主
久く

ぜ世
氏
も
江
戸
と
そ
の
周

辺
に
４
つ
の
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
東
京
に
現
在
も
残
る

関
宿
藩
の
歴
史
の
痕
跡
を
紹
介
し
ま

す
の
で
、
都
内
や
市
内
を
歴
史
散
歩

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

関
宿
藩
久
世
氏
の
江
戸
屋
敷

幕
府
は
関
宿
を
江
戸
の
防
衛
の
要

衝
と
し
て
、
ま
た
、
江
戸
城
の
外
城
の

１
つ
で
あ
る
重
要
な
場
所
と
し
て
、
舟

荷
物
・
旅
人
を
改
め
る
た
め
に
川
関

所
を
置
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
宿

城
に
は
代
々
譜
代
大
名
を
配
し
て
き

ま
し
た
。

関
宿
の
藩
主
は
、
前
期
、
ひ
ん
ぱ
ん

に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
中
期
か
ら

幕
末
ま
で
は
久
世
氏
が
長
く
治
め
ま

し
た
。
久
世
氏
の
江
戸
屋
敷
は
、
藩
主

や
妻
、
子
ど
も
が
住
む
本
宅
で
あ
る
上か
み

屋
敷
が
西
御
丸
下（
現
在
の
丸
の
内
）に

あ
り
ま
し
た
。

火
事
は‶

江
戸
の
華
〟と
言
わ
れ
、

火
災
が
多
か
っ
た
た
め
、上
屋
敷
に
火

災
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の
避
難
用
の
住

居
と
し
て
使
わ
れ
た
中な
か

屋
敷
と
下し
も

屋

敷
が
、
北
新
堀（
現
在
の
中
央
区
箱

崎
）や
深
川（
現
在
の
江
東
区
清
澄
3

丁
目
）に
あ
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
自
ら
購
入
し
た
抱

か
か
え

屋

敷
が
小こ
ひ
な
た
日
向（
現
在
の
文
京
区
小
日
向

2
丁
目
）に
あ
り
ま
し
た
。

中
・
下
屋
敷
は
、
上
屋
敷
よ
り
も

江
戸
城
か
ら
遠
く
、
特
に
下
屋
敷
は

平
時
、
別
荘
と
し
て
使
わ
れ
、
し
ば

し
ば
大
き
な
庭
園
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
側
室
を
住
ま
わ
せ
た
り
、
食

料
貯
蔵
の
た
め
の
蔵
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

江
戸
時
代
の
古
地
図
と
今
を
比
較

江
戸
時
代
、
武
家
屋
敷
や
奉
行
所

に
は
表
札
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
戸
別
表
記
し
た「
江
戸

切
絵
図
」は
、
武
士
相
手
の
商
人
や

参
勤
交
代
で
上
京
し
て
き
た
武
士
に

と
っ
て
非
常
に
重
宝
さ
れ
、
江
戸
時

代
後
期
に
、
複
数
の
板は
ん
も
と元

か
ら
多
く

の
改
訂
版
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
切
絵
図
と
現
在
の
地
図

を
見
比
べ
る
と
、
位
置
や
形
状
が
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
道
路
や
水
路
が
残
っ

て
い
る
こ
と
に
驚
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
江
戸
切
絵
図
に
記
さ
れ

て
い
る
関
宿
藩
の
江
戸
屋
敷
跡
を
現

在
の
地
図
と
比
較
し
、
江
戸
時
代
か

ら
変
わ
ら
な
い
部
分
に
着
目
し
て
現

在
も
都
内
に
残
る
、
歴
史
の
痕
跡
を

た
ど
っ
て
い
き
ま
す
。

特
集 歴史散歩「野田」
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下
屋
敷
だ
っ
た
清
澄
庭
園

現
在
の
都
立
清き
よ
す
み澄
庭
園
の
敷
地
の

一
部
は
、
江
戸
の
豪
商
・
紀き
の
く
に
や

伊
國
屋

文ぶ
ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門
の
屋
敷
跡
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
享
保
年
間（
１
７
１
６
～
１
７

３
６
）に
久
世
氏
が
下
屋
敷
と
し
ま
し
た
。

そ
の
時
代
に
、
久
世
氏
に
よ
り
、
大

名
庭
園
と
し
て
、
現
在
の
回
遊
式

林り
ん
せ
ん泉

庭
園（
池
の
周
囲
に
築
山
や
名
石
、

道
を
巡
ら
せ
歩
い
て
鑑
賞
す
る
庭
園
）

の
原
型
が
形
づ
く
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

明
治
維
新
後
、
久
世
氏
の
手
を
離

れ
、
徳
川
家
や
前
島
密ひ
そ
か（

近
代
郵
便

制
度
の
創
設
者
の
１
人
）の
邸
宅
を
経

て
、
明
治
11（
１
８
７
８
）年
に
三
菱

財
閥
の
創
業
者
、
岩
崎
彌や
た
ろ
う
太
郎
が
買

収
し
ま
し
た
。
荒
廃
し
て
い
た
邸
宅
は
、

社
員
の
慰
安
や
貴
賓
を
招
待
す
る
場

所
と
し
て
計
画
さ
れ
、
庭
園
造
成
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
13（
１
８
８
０
）年

に
回
遊
式
庭
園
が
完
成
し
、
大
正
13

（
１
９
２
４
）年
に
東
京
市（
現
在
の
東

京
都
）に
寄
附
さ
れ
、
一
般
の
人
も
庭

を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
54（
１
９
７
９
）年
に
は
、
都

の
名
勝
第
1
号
と
し
て
指
定
さ
れ
、

都
内
随
一
と
い
わ
れ
る
名
石
奇
岩
に

恵
ま
れ
た
、
眺
望
の
良
い
清
澄
庭
園

は
、
平
成
29
年
で
は
年
間
約
24
万
人

の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

久
世
氏
時
代
の
造
園
の
史
料
が
残
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
関
宿
藩
の
痕
跡
は

具
体
的
に
園
内
で
特
定
で
き
ま
せ
ん
が
、

冬
の
雪
景
色
は
素
晴
ら
し
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

清
澄
庭
園
の
利
用
案
内

休
園
日
は
12
月
29
日
か
ら
１
月
１

日
ま
で
で
、
年
始
の
１
月
２
日
・
３

日
は
正
月
開
園
で
入
園
で
き
ま
す
。

庭
園
の
ほ
か
に
、
数
寄
屋
造
り
の

涼り
ょ
う
て
い
亭（
上
記
写
真
の
左
側
建
物
）や

大
正
記
念
館（
上
記
写
真
の
右
側
建

物
）、
松
尾
芭
蕉
の
最
も
有
名
な
句

（
古
池
や
か
は
づ
飛
び
込
む
水
の

音
）を
刻
ん
だ
碑
な
ど
、
見
ど
こ
ろ

が
多
く
あ
り
ま
す
。

【
開
園
時
間
】９
時
～
17
時（
入
園
は
16

時
30
分
ま
で
）

【
入
園
料
】150
円（
65
歳
以
上
は
70
円
・

小
学
生
以
下
と
都
内
在
学
の
中
学
生

は
無
料
）

【
庭
園
ガ
イ
ド（
土
・
日
・
㊗
）】ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
約
１
時
間
の
庭
園

案
内
。
11
時
か
ら
、
14
時
か
ら（
開
始

時
間
ま
で
に
受
付
事
務
所
に
集
合
）

【
最
寄
駅
】都
営
大
江
戸
線
・
東
京
メ

ト
ロ
半
蔵
門
線「
清
澄
白
河
駅
」（
Ａ
３

出
口
か
ら
徒
歩
3
分
）

【
問
合
せ
】清
澄
庭
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
☎
03
３
６
４
１
‐
５
８
９
２

特
集 歴史散歩「野田」

写真は都立清澄庭園



小名木川

清澄庭園

本誓寺

松永橋

高橋
正木稲荷神社

霊巌寺

海辺橋

●旧新大橋跡

豊島橋

増林寺

卍 卍

卍

萬年橋●

●

●

●

● ●

清澄白河駅
Ａ３出口

■

隅
田
川

仙台堀川

清洲橋

江戸時代の
永代橋西詰
●

赤穂義士休息の地碑

●
亀島橋

豊海橋

湊橋

鎧の渡し跡●

高橋

霊岸橋

新川大神宮

新川の跡碑●

●

●

●

●

●

水天宮前駅
２出口

■

隅田川

永代橋

南高橋●

尾張屋清七版「本所深川絵図」嘉永5（1852）年（国立国会図書館蔵）

尾張屋清七版「築　地
八丁堀日本橋南之図」嘉永2（1849）年（国立国会図書館蔵）

切絵図の表記では、名前は久
く ぜ

世（姓）+大
やまとのかみ

和守（官職名）で、
名前の前に上屋敷は家紋、中屋敷は■、下屋敷は●があります

中
屋
敷
が
箱
崎
に

中
屋
敷
は
、
一
般
に
石
高
の
多
い

大
名
が
持
ち
、
跡
継
ぎ
や
隠
居
、
側

室
の
住
居
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
２（
１
８
６
９
）年
６
月
に
版
籍

奉
還
が
あ
り
、
全
国
の
藩
主
は
、
知
藩

事
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、
旧
藩
主
と

旧
領
民
と
の
関
係
は
旧
態
依
然
と
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
明
治
政

府
は
同
４（
１
８
７
１
）年
７
月
に
廃
藩

置
県
を
行
い
、
す
べ
て
の
旧
藩
主
を
華

族
と
し
て
東
京
に
移
住
さ
せ
ま
し
た
。

関
宿
藩
知
事
久
世
広ひ
ろ
な
り業
も
罷
免
さ

れ
、
東
京
の
箱
崎
に
転
居
し
ま
し
た
。

隅
田
川
で
最
も
下
流
に
あ
る
永え
い
た
い
ば
し

代
橋

は
、
現
在
の
箱
崎
に
架
橋
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
中
屋
敷
は
永
代
橋
を
渡
れ
ば
下

屋
敷（
清
澄
庭
園
）と
も
近
い
場
所
に
あ

り
ま
す
。

当
時
の
永
代
橋
は
、
隅
田
川
に
架

か
る
他
の
橋
に
比
べ
て
と
て
も
大
き

く
、
長
さ
110
間（
約
200
メ
ー
ト
ル
）、

幅
も
３
間（
約
６
メ
ー
ト
ル
）の
木
造

橋
で
し
た
。吉き
ら
こ
う
ず
け
の
す
け

良
上
野
介
の
屋
敷（
現

在
の
墨
田
区
両
国
）に
討
ち
入
り
し

た
赤
穂
浪
士
は
こ
の
永
代
橋
を
渡
り
、

泉
岳
寺（
現
在
の
港
区
高
輪
）ま
で
向

か
っ
た
そ
う
で
す
。

【
最
寄
駅
】都
営
大
江
戸
線
・
東
京
メ

ト
ロ
半
蔵
門
線「
水
天
宮
前
」（
２
出
口

か
ら
徒
歩
3
分
）

かつての水路は埋め立てられ道路になっていることが多いです。切絵図と現在
の地図を見比べると東京は江戸のまちをベースに発展していることが伺えます

中屋敷

下屋敷
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大
日
坂

八幡坂

江戸川橋江戸川橋

卍
大泉寺

還国寺卍 智
願
寺

卍

清光院
卍

江戸川橋駅
１a出口

■

鳩山会館

鷺坂

現在の永代橋は関東大震災の復興事業で、大正15（1926）
年に架橋した鋼橋。国の指定重要文化財

栄泉「栄泉江戸名所 永代橋」江戸後期（国立国会図書館蔵）

今も地名に久世氏の名前が

切絵図の八幡坂は現在も同じ形であります 鷺
さぎ

坂の案内には久世山の由来が

大日坂も現存

永代橋は隅田川に元禄 11（1698）年架橋。初代は
上野寛永寺の根本中堂建設残材を利用した木橋

尾張屋清七版「雑司ヶ谷音羽絵図」嘉永6（1853）年（国立国会図書館蔵）

抱
屋
敷
は
久
世
山
の
地
名
に

現
在
も
久
世
山
と
地
元
の
人
た
ち

に
い
わ
れ
る
場
所
が
音お
と
わ羽
通
り
沿
い

（
現
在
の
文
京
区
小こ
ひ
な
た
日
向
2
丁
目
）に

あ
り
ま
す
。
音
羽
通
り
は
、
五
代
将

軍
綱
吉
が
護
国
寺
に
参
詣
す
る
た
め

に
整
備
し
た
御お
な
り
み
ち

成
道
で
、
両
側
が
高

台
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
急
勾
配
な

坂
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

記
録
で
は
久
世
氏
の
抱
屋
敷
は
明

治
初
期
に
１
万
坪
が
売
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
陸
軍
副
病
院（
本
病
院
は

千
代
田
区
隼は
や
ぶ
さ
ち
ょ
う
町
に
あ
っ
た
）が
建
ち

ま
し
た
。
こ
の
病
院
が
世
田
谷
に
転

院
す
る
と
、
そ
の
後
、
放
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
８
千
坪
が
東

京
第
二
十
七
国
立
銀
行
な
ど
を
経
営

し
た
実
業
家
、
渡
辺
治じ

え

も

ん

右
衛
門
の
所

有
と
な
り
ま
し
た
。

大
正
11（
１
９
２
２
）年
に
は
、
西
武

グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
で
あ
る
堤
つ
つ
み

康や
す
じ次

郎ろ
う
の
箱
根
土
地
株
式
会
社
が「
小
石
川

富
士
見
台
」と
名
付
け
て
分
譲
し
ま
し

た
。
第
27
代
内
閣
総
理
大
臣
の
濱
口

雄お
さ
ち幸

や
文
豪
の
堀
口
大
學
な
ど
が
邸

宅
を
構
え
ま
し
た
。

久
世
山
の
隣
地（
護
国
寺
側
）に
は
、

第
52
～
54
代
内
閣
総
理
大
臣
の
鳩
山

一
郎
の
邸
宅（
現
在
の
鳩
山
会
館
）が

あ
り
ま
す
。

鳩
山
一
郎
の
父
が
明
治
24（
１
８
９

１
）年
に
購
入
し
移
り
住
ん
だ
そ
う
で

す
。
建
築
当
時
は
、
鳩
山
邸
の
２
階

か
ら
東
京
湾
が
望
め
た
よ
う
で
、
久

世
山
一
帯
は
、
随
分
と
風
光
明め
い
び媚
な
高

台
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

切
絵
図
に
あ
る
八
幡
坂
や
大
日
坂

は
現
在
も
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
ま

す
。
各
坂
に
は
、
文
京
区
教
育
委
員

会
の
案
内
文
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
現
地
ま
で
足
を
運
ん
だ
と
き

は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
最
寄
駅
】東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線「
江

戸
川
橋
」（
１
ａ
出
口
か
ら
徒
歩
3
分
）

抱屋敷
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⓬

●
大手門

●
和田倉門

●
神田橋

桜田門
●

●一ツ橋

●

●

鍛
冶
橋
跡

常盤橋●

銭瓶橋跡●
●

丸の内中央口■
東京駅

大名小路

外堀通り
呉服橋
交差点

●
馬場先門跡

数
寄
屋
橋
交
差
点

尾張屋清七版「大名小路
神田橋内内桜田之図」嘉永2（1849）年（国立国会図書館蔵）

尾張屋清七版「大名小路神田橋内内桜田之図」安政7（1860）年（国際日本文化研究センター蔵）

関
宿
藩
上
屋
敷
の
変
遷

現
在
の
丸
の
内
・
大
手
町
付
近
の

切
絵
図
は
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
改
訂
版
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
大
名
小
路
の
武
家
屋
敷

は
、
幕
府
の
要
職（
老
中
や
若
年
寄
）

た
ち
が
任
期
の
間
だ
け
役
宅
と
し
て

住
む
か
ら
で
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
邸
宅
の

主
が
変
わ
っ
て
い
た
た
め
で
す
。

こ
の
切
絵
図
を
年
代
順
に
見
比
べ

て
い
く
と
、
幕
府
の
政
権
争
い
や
世

代
交
代
な
ど
と
屋
敷
の
配
置
換
え
の

関
係
が
読
み
取
れ
ま
す
。

関
宿
藩
は
歴
代
藩
主
８
家
22
人
の

う
ち
、
老
中
を
経
験
し
た
も
の
４
人
、

京
都
所
司
代
３
人
と
、
幕
閣
の
中
枢

を
担
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
江
戸

城
の
近
く
に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

現
在
の
地
図
と
見
比
べ
る
と
、
東

京
駅
丸
の
内
中
央
口
付
近
と
そ
の
駅

前
広
場
の
部
分
が
関
宿
藩
の
上
屋
敷

跡
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

久
世
氏
が
安
藤
信
正
と
共
に
老
中

を
担
っ
た
、
安
政
７（
１
８
６
０
）年

の
切
絵
図（
下
図
）で
は
、
江
戸
城
に
一

番
近
い
位
置
に
上
屋
敷
が
あ
り
ま
す
。

当
時
の
藩
主
は
久
世
氏
第
7
代
の

久
世
広ひ

ろ
ち
か周

で
し
た
。

広
周
は
、
安
政
の
大
獄
で
大
老
・

井
伊
直な
お
す
け弼

の
強
圧
的
な
処
罰
方
針
に

反
対
し
た
た
め
、
直
弼
の
怒
り
を

買
っ
て
罷ひ
め
ん免
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
安
政
７（
１
８
６
０
）年

に
、
桜
田
門
外
の
変
で
直
弼
が
暗
殺

さ
れ
る
と
、
老
中
・
安
藤
信
正
の
推

挙
を
受
け
て
再
度
老
中
に
就
任
し
、

切絵図は正門のある方向から名前を書きますので、現在
も残る大名小路側に門がありました

信
正
と
共
に
公
武
合
体
政
策
を
進
め

て
、
政
情
不
安
が
進
む
幕
末
の
政
局

の
安
定
化
に
努
め
ま
し
た
。

安
政
７
年
の
切
絵
図
は
激
動
の
時

代
に
翻
弄
さ
れ
た
久
世
氏
を
捉
え
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

【
最
寄
駅
】Ｊ
Ｒ
東
日
本「
東
京
駅
」

（
丸
の
内
中
央
口
か
ら
徒
歩
０
分
）

上屋敷
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県立関宿城博物館
利根川

江戸川

関宿城跡の碑●

光岳寺
卍

鈴木貫太郎記念館
●

卍
昌福寺

八幡神社

■

まめバス

朝日バス

⓭

市
内
に
残
る
歴
史
の
痕
跡

道が互い違いになる鉤の手十字路

も
っ
と
深
く
知
り
た
い
方
の
た
め
に

も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
方
の
た
め

に
、
野
田
の
歴
史
を
学
べ
る
本
や
今

回
使
っ
た
参
考
文
献
を
紹
介
し
ま
す

（
市
史
編
さ
ん
担
当
、
各
図
書
館
、
郷

土
博
物
館
で
販
売
中
）。

「
野
田
市
史
資
料
編
近
世
１
」Ｂ
５

判
・
986
ペ
ー
ジ
・
４
千
490
円（
箱
入
り
）

／
関
宿
藩
に
関
す
る
古
文
書
調
査
の

成
果
を
紹
介
。
藩
の
年
譜
や
城
内
の

年
中
行
事
、
藩
士
の
生
活
が
わ
か
る

史
料
な
ど
、
約
200
点
を
収
録

「
野
田
市
史
研
究
26
号
」Ａ
５
判・
136
ペ
ー

ジ
・
400
円
／「
久
世
氏
入
部
期
に
お
け
る

関
宿
城
構
内
の
屋
敷
配
置
と
空
間
構
成
」

ほ
か
。「世
喜
宿
城
之
図
」の
付
録
付
き

「
野
田
市
民
俗
調
査
報
告
書
10
」Ｂ
５
判
・

266
ペ
ー
ジ
・
730
円
／
二
川
・
関
宿
地
区
の

伝
統
的
な
生
活
様
式
、
懐
か
し
い
年
中
行

事
な
ど
の
聞
き
取
り
調
査
を
行った
成
果

を
、
図
版
や
写
真
を
交
え
な
が
ら
紹
介

特
集
で
使
用
し
た
参
考
文
献

「
藩
史
大
事
典
・
関
東
編
」1989
／

「
諸し
ょ
む
き
じ
め
ん
と
り
し
ら
べ
し
ょ

向
地
面
取
調
書
」幕
府
屋
敷
改
1856

／
「
関
宿
志
」奥
原
謹
爾
1973
／
「
重
ね

地
図
で
読
み
解
く
大
名
屋
敷
の
謎
」

竹
内
正
浩
2017
／
「
江
戸
切
絵
図
を
歩

く
」新
人
物
往
来
社
編
2001
／「
家
系
図

と
お
屋
敷
で
読
み
解
く
歴
代
総
理
大

臣
」竹
内
正
浩
2017
／「
江
戸
切
絵
図
散

策
」牧
野
洋
編
2002

　

普
段
歩
い
て
い
る
野
田
市
内
で

も
、
気
を
付
け
て
見
な
い
と
見
落

と
し
て
し
ま
う
、
歴
史
の
痕
跡
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

関
宿
城
の
古
地
図
と
現
在
の
地

図
を
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
。
お
城

を
囲
っ
て
い
た
土
塁
や
城
下
町
特

有
の
、
道
路
が
直
角
に
折
れ
曲

が
っ
た
鉤か

ぎ
の
手
状
の
形
が
現
在
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
地
図
を
手
に
、
今
も
変
わ
ら
な

い
道
の
形
や
位
置
を
た
ど
り
な
が
ら

散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

川
関
所
が
あ
っ
た
場
所
は
、
大
規

模
な
河
川
改
修
工
事
で
現
在
で
は
ど

こ
に
あ
っ
た
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
地
図
を
見
比
べ
て
、

か
つ
て
の
関
宿
城
の
位
置
を
想
像
し

て
歴
史
散
歩
す
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

【
最
寄
バ
ス
停
】①
東
武
野
田
線

（
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
）「
川
間

駅
」北
口
か
ら
朝
日
バ
ス「
関
宿
台
町
」

下
車

②
平
日
の
み
：
東
武
野
田
線（
ア
ー

バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
）「
川
間
駅
」

南
口
か
ら
ま
め
バ
ス
北
ル
ー
ト

（「
関
宿
中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
」で
関

宿
城
ル
ー
ト
に
乗
り
換
え
）「
関
宿

台
町
」下
車

当時の城郭（本丸の一部）を残す城跡

「日本古城絵図 総洲関宿城図」江戸中期～末期（国立国会図書館蔵）

現
在
の
江
戸
川
河
川
敷
と
堤
防
の
範
囲
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市
で
は
、「
野
田
市
ポ
イ
捨
て
等

禁
止
及
び
環
境
美
化
を
推
進
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
自
治
会
な
ど
の
地

域
の
皆
さ
ん
が
環
境
美
化
の
意
識
で

協
力
し
て
空
き
缶
や
吸
い
殻
な
ど
の

散
乱
を
防
ぎ
、
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
る
区
域
を
「
環
境
美

化
区
域
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
し
た
区
域
に
は
、
区
域
を
知

ら
せ
る
看
板
の
支
給
や
不
法
投
棄
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
区
域
の
指
定
は
、
環
境
美

化
運
動
を
実
施
し
て
い
る
区
域
の
廃

棄
物
減
量
等
推
進
員
か
ら
の
申
し
出

を
受
け
て
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
新
た
に
野
田
桜
の
里
四

季
の
ま
ち
Ⅰ
自
治
会
の
区
域
を
、
12

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
５
７
１
０

月
14
日
に
環
境
美
化
区
域
に
指
定
し

ま
し
た
。

　

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

ポ
イ
捨
て
の
な
い
ま
ち
へ

10
番
目
の
環
境
美
化
区
域
を
指
定

の
だ
ま
め
学
校
が
開
校
１
周
年

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
記
念
品

の
講
座
の
種
類
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
１

つ
以
上
集
め
て
い
た
だ
く
と
記
念
品

と
交
換（
１
人
１
回
ま
で
）で
き
ま
す
。

◎
１
周
年
記
念
特
別
講
演
会

【
日
時
・
場
所
】
１
月
23
日
水
13
時

30
分
～
15
時
30
分
、
30
日
水
13
時
30

分
～
15
時
・
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

【
内
容
】
23
日
は
柳
田
信
也
氏
（
東

京
理
科
大
学
准
教
授
・
市
報
15
日
号

「
シ
リ
ー
ズ『
介
護
予
防
10
年
の
計
』」

監
修
）、30
日
は
田
中
喜
代
次
氏
（
筑

波
大
学
名
誉
教
授
）
の
講
演

※
記
念
講
演
会
参
加
者
に
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
進
呈

【
定
員
】
各
先
着
50
人

【
申
込
み
】
当
日
会
場
へ

【
問
合
せ
】
介
護
保
険
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
１
６
０
６

「
介
護
予
防
10
年
の
計
」
の
６
つ

の
戦
略
の
１
つ
と
し
て
、
平
成
30
年

１
月
11
日
に
「
の
だ
ま
め
学
校
」
を

保
健
セ
ン
タ
ー
に
開
校
し
ま
し
た
。

市
民
自
ら
が
介
護
予
防
に
取
り
組
む

た
め
の
動
機
付
け
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
、
運
動
や
栄
養
（
口
腔
）
な
ど
に
関

す
る
講
座
を
日
替
わ
り
で
、
ほ
ぼ
毎
日

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
１
年
間
で
千
人

以
上
の
方
に
本
講
座
や
市
内
50
か
所
で

開
催
し
た
出
前
講
座
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
学
生
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

◆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
記
念
品

「
開
校
１
周
年
記
念
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
、
１
月
16
日
水
か
ら
２
月

８
日
金
ま
で
開
催
し
ま
す
。
の
だ
ま

め
学
校
で
期
間
中
に
１
講
座
の
受
講

で
１
つ
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
を
５
つ

No 区域・地区名
１ やまばと会（山崎小学校近辺）
２ 春日町第三自治会
３ 蕃昌区
４ 桜木自治会
５ 桜台自治会
６ 清水第 12すみらんど自治会
７ 中根第９自治会
８ 今上下の 1組自治会
９ 岩名一丁目町内会
10 野田桜の里四季のまちⅠ自治会

⓮

■環境美化区域一覧

■新たな環境美化区域の位置

　

気
温
が
氷
点
下
に
下
が
る
季
節
は
、

水
道
管
が
日
陰
に
あ
る
場
合
や
む
き

出
し
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
気
温

の
低
下
で
凍
結
・
破
裂
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
保
温
材
を
蛇

口
の
手
前
ま
で
巻
き
、
さ
ら
に
濡
れ

な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
を
巻

く
の
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
凍
結
で
水
が
出
な
い
と
き

に
は
、
自
然
に
解
凍
す
る
の
を
待
つ

か
、
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
た
上
か

ら「
ぬ
る
ま
湯
」を
ゆ
っ
く
り
か
け
て

解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
場

合
は
、
水
道
部
工
務
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】水
道
部
工
務
課
☎
７
１
２

４
‐
５
１
４
６

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
７
１
８
９

「
野
田
の
観
光
写
真
展
」を
開
催

野
田
市
観
光
協
会
が
主
催
の
「
野

田
の
観
光
写
真
展
」を
開
催
し
ま
す
。

「
野
田
か
ら
見
え
る
富
士
山
」
な
ど
、

市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
を
被
写
体
と
し
た

42
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
と
場
所
】
１
月
15
日
火
～
22
日

火
８
時
30
分
～
17
時
15
分
い
ち
い
の

ホ
ー
ル
１
階
ロ
ビ
ー
、
１
月
23
日
水
～

29
日
火
８
時
30
分
～
20
時
市
役
所
ふ

れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
い
ず
れ
も
初
日

は
13
時
か
ら
、
最
終
日
は
13
時
ま
で
）

【
問
合
せ
】
商
工
観
光
課
内
野
田
市

観
光
協
会
事
務
局

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
は

１
０
２
１
２
８
７
、
市
役
所
は
１
０

２
１
２
８
６

市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集

平
成
31
年
度
の
非
常
勤
職
員
（
１

人
）
を
募
集
し
ま
す
。

【
業
務
内
容
】
野
田
市
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
支
援
業

務
へ
の
従
事

【
任
用
期
間
】
4
月
1
日
～
平
成
32

年
3
月
31
日
の
1
年
間

【
募
集
期
間
と
手
続
き
】
１
月
31
日

木
（
土
・
日
・
㊗
は
除
く
）
ま
で
に

写
真（
申
込
前
３
か
月
以
内
に
撮
影
）

を
貼
付
し
た
所
定
の
履
歴
書
と
課
題

作
文
を
市
民
生
活
課
に
提
出
し
応
募

し
て
く
だ
さ
い

※
後
日
、
面
接
試
験
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
６
５
９
５

江
戸
川

山崎吉春線

清
水
公
園

野田桜の里四季のまちⅠ自治会野田桜の里四季のまちⅠ自治会

水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
に
注
意
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⓯

「
介
護
予
防
10
年
の
計
」
の
６
つ

の
戦
略
の
１
つ
と
し
て
、
平
成
30
年

１
月
11
日
に
「
の
だ
ま
め
学
校
」
を

保
健
セ
ン
タ
ー
に
開
校
し
ま
し
た
。

市
民
自
ら
が
介
護
予
防
に
取
り
組
む

た
め
の
動
機
付
け
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
、
運
動
や
栄
養
（
口
腔
）
な
ど
に
関

す
る
講
座
を
日
替
わ
り
で
、
ほ
ぼ
毎
日

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
１
年
間
で
千
人

以
上
の
方
に
本
講
座
や
市
内
50
か
所
で

開
催
し
た
出
前
講
座
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
学
生
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

◆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
記
念
品

「
開
校
１
周
年
記
念
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
、
１
月
16
日
水
か
ら
２
月

８
日
金
ま
で
開
催
し
ま
す
。
の
だ
ま

め
学
校
で
期
間
中
に
１
講
座
の
受
講

で
１
つ
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
を
５
つ

野
田
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

株
式
会
社
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー

ム
は
、
自
然
を
保
護
す
る
中
で
行
う

農
業
の
仕
組
み
の
一
環
と
し
て
開
設

し
て
い
る
江
川
地
区
の
市
民
農
園

で
、
平
成
31
年
度
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

【
区
画
数
】「
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
」
は
先

着
500
区
画
・
原
則
１
人
１
区
画
（
約

30
平
方
メ
ー
ト
ル
）、「
オ
ー
ナ
ー
型
」

は
先
着
40
区
画
（
１
区
画
は
約
150
平

方
メ
ー
ト
ル
）

【
料
金
と
米
の
配
布
】「
フ
ァ
ミ
リ
ー

型
」
は
４
千
500
円
。
中
学
生
以
下
２

千
500
円
。
３
歳
以
下
は
無
料
。「
オ
ー

ナ
ー
型
」
は
１
区
画
３
万
円
（
６
人

目
以
降
は
１
人
追
加
ご
と
に
千
円

増
）。「
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
」
は
１
区
画
あ

た
り
玄
米
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
中
学
生

以
下
は
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、「
オ
ー
ナ
ー

型
」
は
１
区
画
玄
米
60
キ
ロ
グ
ラ
ム

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
フ
ァ
ク
ス
か

は
が
き
（
住
所
・
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）
か
電
話
で

〒
278
‐
０
０
１
１
三
ツ
堀
371
（
株
）

野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
☎
・

７
１
９
２
‐
８
２
６
７
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０
６
７
４

　

現
在
、
65
歳
以
上
の
約
4
人
に
1

人
が
認
知
症
に
該
当
す
る
か
、
ま
た

は
予
備
群
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
へ
の
正
し
い
知

識
を
普
及
推
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
新
村
ヨ
シ
オ

氏（
市
内
病
院
名
誉
院
長
）に
よ
る
講

演
会「
知
っ
て
お
き
た
い
認
知
症
の

こ
と
」を
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
病
気
で
す
。

認
知
症
の
人
を
単
に
支
え
る
側
と
考

え
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症
の
人
が

認
知
症
と
と
も
に
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
講

演
会
で
認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
学

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
場
所
】１
月
31
日
木
13
時
30

分
～
15
時
・
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
定
員
】先
着
150
人

【
申
込
み
と
問
合
せ
】１
月
７
日
月
か

ら
電
話
か
直
接
介
護
保
険
課
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
２
１
６
０
１

　

野
田
都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

【
案
の
種
類
】
①
野
田
都
市
計
画
用
途

地
域
の
変
更
、
②
野
田
都
市
計
画
高

度
地
区
の
変
更
、
③
野
田
都
市
計
画

防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更

【
縦
覧
場
所
】
都
市
計
画
課

【
縦
覧
期
間
】
１
月
11
日
金
～
25
日

金
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
・
日
・

㊗
含
む
）

【
意
見
書
の
提
出
方
法
】
住
所・氏
名・

電
話
番
号
・
意
見
を
記
載
（
様
式
は

任
意
）し
て
、１
月
25
日
金（
消
印
有
効
）

ま
で
に
〒
278
‐
８
５
５
０
野
田
市
役
所

都
市
計
画
課
へ
郵
送
か
直
接
持
参

※
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方
は
、
野
田

市
内
に
住
所
の
あ
る
方（
法
人
を
含
む
）

や
利
害
関
係
の
あ
る
方
で
す

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
０
７
０
４

ひ
と
り
親
家
庭
の
悩
み
に

法
律
や
就
業
の
無
料
相
談

※
裁
判
で
訴
訟
や
調
停
中
の
案
件
は
相

談
不
可

②
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ
る

相
談

　

子
ど
も
の
養
育
や
面
会
交
流
、
就

業
な
ど
へ
の
不
安
を
、
気
軽
に
相
談

で
き
ま
す
。

【
定
員
】
い
ず
れ
も
先
着
５
人

※
両
方
申
込
可

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
2
歳
～
就
学
前
・

事
前
申
込
制
）
あ
り

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
１
月
７
日
月

～
15
日
火
に
電
話
で
児
童
家
庭
課
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
２
９
２
８

　

弁
護
士
に
よ
る
「
養
育
費
等
個
別

法
律
相
談
会
」
と
、
母
子
・
父
子
自

立
支
援
員
に
よ
る
子
ど
も
の
養
育
や

就
業
支
援
に
つ
い
て
の
相
談
を
、
１

月
20
日
日
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
で
開
催
し

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
内
容
は
守
秘
義

務
に
よ
り
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

①
養
育
費
等
個
別
法
律
相
談
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
将
来
に

わ
た
り
養
育
費
を
継
続
し
て
受
け
取

る
こ
と
や
離
婚
な
ど
に
伴
う
幅
広
い

法
的
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

気
温
が
氷
点
下
に
下
が
る
季
節
は
、

水
道
管
が
日
陰
に
あ
る
場
合
や
む
き

出
し
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
気
温

の
低
下
で
凍
結
・
破
裂
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
保
温
材
を
蛇

口
の
手
前
ま
で
巻
き
、
さ
ら
に
濡
れ

な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
を
巻

く
の
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
凍
結
で
水
が
出
な
い
と
き

平
成
30
年
12
月
14
日
付
け
で
、
野

今年度は約 400人が参加

毎年８月の稲刈りでは自分の手で収穫

江
川
地
区
市
民
農
園
で

田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
体
験

野
田
都

市
計
画

生
産
緑
地
地
区
の
関
係
図
書
の
縦
覧

田
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
を
変
更

し
ま
し
た
。

関
係
図
書
の
縦
覧
が
都
市
計
画
課

で
可
能
で
す
。
希
望
者
は
同
課
窓
口

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
２
３
５
０

講
演
会「
知
っ
て
お
き
た
い
認
知
症
の
こ
と
」
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田
敏
男
氏
（
唱
歌
・
童
謡
愛
好
家
）

に
よ
る
「
唱
歌
・
童
謡
の
歴
史
パ
ー

ト
２
～
昭
和
初
期
か
ら
戦
時
下
の
童

謡
」。
②
ま
ち
の
仕
事
人
講
話
…
１

月
27
日
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
松

竹
梅
の
間
で
。
村
田
カ
ズ
オ
氏
（
洋

画
家
）
に
よ
る
「
色
と
身
体
を
つ

な
ぐ
、
医
療
絵
画
へ
の
挑
戦
」。
い

ず
れ
も
先
着
20
人
。
500
円
（
高
校
生

以
上
の
学
生
250
円
）。
申
込
み
は
１
月

５
日
土
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
郷

土
博
物
館
☎
７
１
２
４
‐
６
８
５
１
・

７
１
２
４
‐
６
８
６
６
へ

◆
企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
～

そ
の
生
活
と
文
化
２
０
１
９
」　

1

月
４
日
金
～
３
月
25
日
月
９
時
～
17

時
郷
土
博
物
館
で
。
旧
石
器
時
代
か

ら
古
墳
時
代
ま
で
の
考
古
遺
物
の
展

示
。
平
成
29
年
度
の
新
収
蔵
資
料
も

公
開
。
問
同
館
☎
７
１
２
４
‐
６
８

５
１

◆
子
ど
も
美
術
展

１
月
18
日
金
～

23
日
水
野
田
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
欅

の
ホ
ー
ル
内
）、
25
日
金
～
29
日
火
中

央
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
。
い
ず
れ
も
９

時
～
21
時
。
市
内
小
中
学
生
の「
こ
ど

も
県
展
」準
特
選
以
上
の
作
品
。
問
中

央
公
民
館
☎
７
１
２
４
‐
１
５
５
８

◆
1
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放

保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親
子

◆
県
立
野
田
特
別
支
援
学
校
公
開

日

1
月
19
日
土
９
時
～
12
時
15
分

県
立
野
田
特
別
支
援
学
校
で
。
上
履

き
持
参
。
当
日
会
場
へ
。
問
同
校
☎

７
１
２
２
‐
７
２
７
０

◆
親
子
ふ
れ
あ
い
保
育
体
験

１
月

22
日
火
９
時
30
分
～
11
時
30
分
乳
児

保
育
所
で
。
１
歳
、
２
歳
の
子
と
保

護
者
。
先
着
３
組
。
着
替
え
・
紙

オ
ム
ツ
・
飲
み
物
持
参
。
申
込
み

  

講
座
・
講
演
会

⓰

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
各
種
教

室

①
ズ
ン
バ
…
1
月
8
日
～
２
月

５
日（
１
月
15
日
を
除
く
）の
火
10
時

～
10
時
45
分
。ラ
テ
ン
音
楽
に
合
わ

せ
た
ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
。2
千
540
円
。②
ゆ
っ
た
り
ヨ

ガ
…
1
月
8
日
～
２
月
５
日（
１
月

15
日
を
除
く
）の
火
19
時
～
20
時
。睡

眠
に
つ
な
が
る
ヨ
ガ
。女
性
。2
千
50

円
。ヨ
ガ
マ
ッ
ト
持
参
。③
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
サ
ー
ク
ル（
火
曜
）…
１
月
8
日

～
２
月
５
日（
１
月
15
日
を
除
く
）の

  

イ
ベ
ン
ト

◎
市
や
官
公
庁
の
行
事
（
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
・
相
談
会
）
な
ど
の

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
原
則
無
料

尾
崎

木
間

ケ
瀬

花
輪

北
部

東
部

中
根

南
部

福
田

清
水

乳
児

保
育
所
名

23
日
水

22
日
火

15
日
火

15
日
火

24
日
木

10
日
木

24
日
木

10
日
木

10
日
木

23
日
水

9
日
水

８
日
火

８
日
火

開
放
日

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
４

電
話
番
号

火
19
時
～
21
時
。千
540
円
。ラ
ケ
ッ
ト

持
参
。い
ず
れ
も
全
４
回
。20
歳
以

上
。申
込
み
は
電
話
か
直
接
同
館
☎

７
１
９
８
‐
８
５
０
０
へ

◆
関
宿
歴
史
講
座
「
文
明
開
化
を
関

宿
か
ら
考
え
る
」
１
月
19
日
土
13

時
30
分
～
15
時
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
・
小
ホ
ー
ル
（
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
内
）
で
。
鈴
木
敬
子
氏
（
県
立
関

宿
城
博
物
館
学
芸
員
）
に
よ
る
講
演
。

先
着
89
人
。
当
日
会
場
へ
。
問
せ
き

や
ど
図
書
館
☎
７
１
９
８
︲
４
９
４
６

◆
市
民
会
館
で
寺
子
屋
講
座

①
芸

道
文
化
講
座
…
１
月
20
日
日
13
時
30

分
～
15
時
30
分
雪
月
桃
の
間
で
。
須

イ
ノ
シ
シ
は
、
と
に
か
く
よ
く
食

べ
ま
す
。

樹
皮
や
葉
っ
ぱ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
キ

ノ
コ
な
ど
の
植
物
か
ら
、
ミ
ミ
ズ
や

ヘ
ビ
、
ト
カ
ゲ
な
ど
の
小
動
物
ま
で

口
に
し
ま
す
。

嗅
覚
が
鋭
く
、
前
に
突
き
出
た
長

い
鼻
先
で
土
中
の
食
べ
物
を
掘
り
出

し
た
り
、
石
や
枝
な
ど
の
障
害
物
を

押
し
の
け
た
り
で
き
ま
す
。

「
猪ち

ょ

突と
つ
猛も
う
し
ん進
」と
は
、「
周
囲
の
人

や
状
況
を
考
え
ず
に
、
１
つ
の
こ
と

に
向
か
っ
て
猛
烈
な
勢
い
で
突
き
進

む
こ
と
」を
言
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
は
真
っ
す
ぐ
前
に
し
か

進
め
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
際
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
り
、
立
ち
止

ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
自
由
自
在
に

動
け
る
よ
う
で
す
。

ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む
の
は
良
い
こ

と
で
す
が
、
周
り
の
人
や
状
況
の
こ

と
を
考
え
る
の
も
大
切
で
す
。

新
た
な
元
号
に
変
わ
る
２
０
１
９

年
は
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
も
突
き
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

計（人）男（人）女（人）
大正 12 年 142 26 116
昭和 10 年 1,105 486 619
昭和 22 年 3,092 1,495 1,597
昭和 34 年 1,771 868 903
昭和 46 年 2,419 1,274 1,145
昭和 58 年 1,761 908 853
平成 7年 1,494 791 703
平成 19 年 1,448 729 719
総計 13,232 6,577 6,655

■市内の亥年生まれ（12月1日現在）

い
の
し
し

亥

イラスト＝稲葉多太司さん（清水）
猪突猛進？…今年はユックリ走ろうね！…

で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。
10
時

～
11
時
。
当
日
会
場
受
付
。
問
各
保

育
所
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提
供
や
代
読
・
代
筆
な
ど
の
支
援
。

同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
修
了
者

か
受
講
予
定
の
方
。
時
給
千
150
円
。

交
通
費
別
途
支
給
。
希
望
者
は
１
月

25
日
金
ま
で
に
野
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
７
１
２
４
‐
３
９
３
９
へ

◆
柏
税
務
署
の
駐
車
場
が
使
用
不
可

い
ず
れ
も
18
歳
未
満
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）。
自
作
の
凧た

こ
持
参
。
申
込

み
は
前
日
ま
で
（
月
・
火
・
㊗
・
年

末
年
始
を
除
く
）
に
、
①
は
中
央
・

う
め
さ
と
・
山
崎
・
七
光
台
子
ど
も

館
、
②
は
谷
吉
・
関
宿
子
ど
も
館
へ
。

問
①
は
中
央
子
ど
も
館
☎
７
１
２
５

‐
１
６
７
８
、
②
は
関
宿
子
ど
も
館

☎
７
１
９
８
‐
３
４
５
６

◆
シ
ニ
ア
の
た
め
の
仕
事
説
明
会

１
月
31
日
木
14
時
～
15
時
30
分
関

宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
い
ち
い
の

ホ
ー
ル
内
）で
。
60
歳
以
上
。
先
着

30
人
。
申
込
み
は
１
月
７
日
月
か
ら

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
千

葉
地
区
事
務
所
☎
043（
274
）６
５
１
１

（
平
日
９
時
30
分
～
17
時
）へ

◆
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

視
覚
障
が
い

が
あ
る
方
の
外
出
に
同
行
し
、
情
報

天
時
27
日
日
）
13
時
～
15
時
30
分
ス

ポ
ー
ツ
公
園
（
木
野
崎
）
で
。
②
北

会
場
…
１
月
26
日
土
（
雨
天
中
止
）

14
時
～
16
時
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場
、

関
宿
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
。

に

確
定
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

（
２
月
18
日
～
３
月
15
日
）で
１
月
４

日
金
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
同
署
駐
車

場
が
使
用
不
可
。
体
の
不
自
由
な
方

は
専
用
駐
車
場
が
使
用
可
能
。
来
署

に
は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
。
問

同
署
☎
７
１
４
６
‐
２
３
２
１

◆
文
化
会
館
が
休
館

平
成
32
年
２

月
３
日
月
～
５
月
31
日
日
。
空
調
設

備
改
修
工
事
を
予
定
。
利
用
申
込
時

に
注
意
を
。
問
同
館
☎
７
１
２
４
‐
１

５
５
５

◆
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

１
月
７
日
月
14
時
か
ら
市
役
所
８
階

大
会
議
室
で
。先
着
10
人
。13
時
30
分

か
ら
受
付
。問
行
政
管
理
課

⓱

は
１
月
７
日
月
か
ら
同
保
育
所
☎

７
１
２
４
︲
２
２
２
４（
平
日
９
時

30
分
～
17
時
）へ

◆
子
ど
も
館
合
同
行
事
「
凧
あ
げ
大

会
」
①
南
会
場
…
１
月
26
日
土（
雨

　
健
康
長
寿
の
た
め
の
12
か
条

①
い
ろ
い
ろ
食
べ
て
、
痩
せ
と
栄
養
不
足
を
防
ご
う

②
口
の
健
康
を
守
り
、
か
む
力
を
維
持
し
よ
う

③
筋
力
＋
歩
行
力
で
、
生
活
体
力
を
キ
ー
プ
し
よ
う

④
外
出
交
流
活
動
で
、
人
や
ま
ち
と
つ
な
が
ろ
う

⑤
め
ざ
そ
う
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
満
足
な
状

態
）。
百
寿
者
の
心
に
学
ぼ
う

⑥
年
を
重
ね
る
ほ
ど
増
え
る
、
家
庭
内
事
故
を
防
ご
う

⑦
健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
正
し
い
利
用
の

目
安
を
知
ろ
う

⑧
広
げ
よ
う
地
域
の
輪
。
地
域
力
で
み
ん
な
元
気
に

⑨
「
栄
養
・
体
力
・
社
会
参
加
」
３
本
の
矢
で
、

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
を
防
ご
う

⑩
よ
く
食
べ
、
よ
く
歩
き
、
よ
く
し
ゃ
べ
り
、
認

知
症
を
防
ご
う

⑪
高
齢
期
の
持
病
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

知
識
を
持
と
う

⑫
事
前
の
備
え
で
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
そ
う

（
長
寿
科
学
振
興
財
団
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
）（
A・Ｔ
）

医師会だより --------369

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
１
月
17
日
木
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
方
と
受

け
た
い
方
。
申
込
み
は
事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
︲
５
０
５
０
・

７
１
２
６
︲
５
０
５
１
へ

市
税
な
ど
の
納
期（
１
月
）

１
月
31
日
木
ま
で
の
納
期
の
市
税
な
ど
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

①
市
県
民
税
（
４
期
）
②
国
民
健
康
保
険
料
（
８

期
）
③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
７
期
）
④
介

護
保
険
料
（
８
期
）

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
は
収
税
課
、
②
③
は
国
保
年
金
課
、

④
は
介
護
保
険
課

65
歳
以
上
の
方
が
市
指
定
の
介

護
保
険
施
設
な
ど
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
指
導
補
助
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
、
ポ
イ

ン
ト
が
得
ら
れ
、
貯
め
た
ポ
イ
ン

ト
を
交
付
金
に
交
換
で
き
ま
す
。

制
度
の
利
用
に
は
、
説
明
会
へ

の
に
参
加
と
登
録
が
必
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】
１
月
28
日
月
10
時

～
11
時
・
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

【
対
象
】
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
料
に
滞
納
が
な
く
要
介
護・

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

【
定
員
】
先
着
40
人

【
持
ち
物
】
印
鑑
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
、
筆
記
用
具

【
受
付
期
間
】
１
月
11
日
金
～
25

日
金

【
問
合
せ
】
制
度
は
介
護
保
険
課
、

説
明
会
・
登
録
は
野
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
‐
３
９
３
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
６
０
５
２

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
を

  

会
議
な

ど

の
傍
聴

 

募
集
・
そ
の
他

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式

消
防
出
初
式
を
文
化
会
館
な
ど

で
行
い
ま
す
。

当
日
朝
７
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
。
火
災
と
間
違
え
な
い
よ

11
時
40
分

【
内
容
】
第
１
部
＝
式
典
・
第
２

部
＝
消
防
音
楽
隊
演
奏
、
消
防
団

員
に
よ
る
分
列
行
進
、
一
斉
放
水

※
９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
、
は

し
ご
車
の
搭
乗
や
ミ
ニ
消
防
車
の

試
乗
、
放
水
体
験
を
実
施

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎

７
１
２
４
‐
０
１
１
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
１
５
９
５

11時35分から一斉放水

う
に
注
意

し
て
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】

１
月
６
日

日
10
時
～

◎
千
葉
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
改
定
…
平
成
30
年
12
月
25
日
か
ら
鉄
鋼
業
や
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業
な
ど

４
業
種
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
特
定
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
。
問
千
葉
労
働
局
賃
金
室
☎
043
（
221
）
２
３
２
８
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◆
の
だ
ま
め
学
校
出
前
講
座

１
月

11
日
金
10
時
30
分
～
11
時
30
分
シ
ル

バ
ー
サ
ロ
ン
「
元
気
」
で
。
脳
ト
レ
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
。65
歳
以
上
。先
着
20
人
。

飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
学
生
証
（
お
持

ち
の
方
）
持
参
。
当
日
会
場
へ
。
問

同
サ
ロ
ン
☎
７
１
３
７
‐
９
５
２
１

◆
書
道
を
楽
し
む
た
め
に

1
月
12

日
土
13
時
30
分
～
15
時
30
分
中
央

公
民
館
で
。
写
経
の
講
義
と
体
験

会
。
当
日
会
場
へ
。
問
向
後
☎
090
‐

３
８
１
６
︲
２
５
０
８

◆
と
ん
ぼ
の
会
シ
ニ
ア
・
紙
芝
居
作

り
教
室

1
月
15
日
火
10
時
～
正
午

川
間
公
民
館
で
。
60
歳
以
上
。
先
着

10
人
。
申
込
み
は
１
月
５
日
土
か
ら

島
田
☎
７
１
９
８
︲
１
７
６
４
へ

◆
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
勉
強

会

１
月
25
日
金
10
時
～
正
午
総
合

福
祉
会
館
で
。
小
林
公
平
氏（
こ
だ
ま

学
園
園
長
）に
よ
る「
成
人
期
の
過
ご

し
方
」。
先
着
50
人
。
当
日
会
場
へ
。

問
小
林
☎
080
‐
４
６
１
３
‐
７
７
５
６

◆
大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国
語

入
門
講
座　

１
月
31
日
～
３
月
28
日

の
木
中
央
公
民
館
で
。
英
語
は
18
時

～
19
時
、
韓
国
語
は
19
時
30
分
～
20

時
30
分
。
外
国
人
講
師
と
基
礎
会
話

を
学
ぶ
。
各
全
８
回
。
先
着
15
人
。

６
千
円
。
申
込
み
は
１
月
７
日
月
～

25
日
金
に
前
田
☎
090
‐
６
４
８
９
‐

２
８
０
３（
平
日
10
時
～
17
時
）へ

◆
野
田
公
民
館
の
講
座
な
ど

①
初

級
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
エ
ク
セ
ル
入

門
」
…
２
月
５
日
～
15
日
の
火
金
10

時
～
正
午
野
田
公
民
館
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）
で
。
全
４
回
。
20
歳
以
上
で

マ
ウ
ス
操
作
と
文
字
入
力
が
で
き
る

方
。
23
人
（
抽
選
）。
500
円
。
②
日

本
の
凧
揚
げ
習
俗
体
験
講
座
…
２
月

12
日
～
３
月
６
日
（
２
月
20
日
、
27

日
を
除
く
）
の
火
水
13
時
30
分
～
16

時
30
分
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）な
ど
で
。全
６
回
。

20
歳
以
上
。
10
人
（
抽
選
）。
500
円
。

申
込
み
は
１
月
31
日
木
ま
で
に
①
は

必
着
で
往
復
は
が
き
（
講
座
名·

氏
名·

年
齢·

住
所·

☎
を
明
記
）
か
直
接

返
信
は
が
き
持
参
で
〒
278
‐
０
０
３

５
中
野
台
168
‐
１
野
田
公
民
館
、
②

は
電
話
か
直
接
野
田
公
民
館
☎
７
１

２
３
‐
７
８
１
８
へ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
イ
ベ
ン
ト

な
ど

①
関
宿
城
百
景
写
真
展
…
1

月
20
日
日
ま
で
。
9
時
～
16
時
30
分
。

関
宿
城
周
辺
を
テ
ー
マ
に
公
募
し
た
写

真
を
展
示
。
200
円
（
高
校
・
大
学
生

100
円
）。
②
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー
「
冬
こ

そ
、
生
き
も
の
探
し
を
し
て
み
よ
う
」

…
2
月
17
日
日
13
時
30
分
～
15
時
30

分
。
調
査
協
力
員
の
わ
ぴ
ち
ゃ
ん
こ
と

岩
槻
秀
明
氏
に
よ
る
解
説
。先
着
30
人
。

100
円
。
申
込
み
は
1
月
17
日
木
９
時

か
ら
同
館
☎
７
１
９
６
‐
１
４
０
０
へ

◆
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
「
は
つ
ら
つ
・

ゆ
う
み
い
」
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど

①

新
春
お
茶
会
…
１
月
10
日
木
10
時
30

分
～
正
午
。
先
着
15
人
。
150
円
。
②

あ
し
ぶ
み
運
動
・
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ

プ
・
体
操
…
１
月
22
日
火
13
時
～
14

時
30
分
。
先
着
20
人
。
飲
み
物
・
タ

オ
ル
持
参
。
当
日
会
場
へ
。
①
の
申

込
み
は
１
月
７
日
月
～
９
日
水
に
同

サ
ロ
ン
☎
７
１
９
７
‐
２
１
３
３
へ

◆
「
笑
っ
て
歌
っ
て
元
気
に
」
歌
唱

集
会

1
月
10
日
木
13
時
～
16
時
川

間
公
民
館
で
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
発
声

練
習
。
500
円
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
タ
オ

ル
持
参
。
当
日
会
場
へ
。
問
清
水
☎

７
１
２
２
‐
３
９
５
１

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

①
お
は
な
し
玉
手
箱
…
１
月
11
日
金

10
時
～
11
時
。絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
。②
3
歳

か
ら
の
お
は
な
し
会
…
1
月
17
日
木

14
時
40
分
～
15
時
。③
育
児
相
談
日

…
1
月
31
日
木
10
時
～
11
時
。先
着

３
組
。①
③
は
０
～
３
歳
の
子
と
親
、

②
は
3
歳
以
上
の
子
と
親
。①
②
は

当
日
会
場
へ
。③
の
申
込
み
は
１
月

７
日
月
か
ら

ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１

２
４
‐
１
３
６
７
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
筝
・
尺
八
で
新
春
を
」
１
月
11
日

金
12
時
30
分
～
13
時
市
役
所
１
階
つ

く
し
ん
ぼ
で
。「
春
の
海
」「
与
作
」な

ど
。
問
市
役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
利
根
運
河
～
古
墳
公
園
野
鳥
観
察

会　

1
月
13
日
日
９
時
運
河
駅
集

合
。
12
時
30
分
解
散
。
水
辺
の
鳥
と

森
の
小
鳥
を
観
察
。
200
円
。
双
眼

鏡
・
昼
食
・
雨
具
・
筆
記
用
具
持

参
。
当
日
会
場
へ
。
問
浅
川
☎
090
‐

１
１
０
６
‐
６
６
６
３

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田

１
月
13
日

日
谷
吉
子
ど
も
館
、
14
日
月
野
田
公

民
館
で
。
い
ず
れ
も
９
時
30
分
～
正

午
。
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
部
品
代
は

実
費
負
担
。
当
日
会
場
受
付
。
問
小

菅
☎
７
１
２
４
‐
１
６
４
７

◆
桜
将
会
将
棋
大
会

１
月
14
日
月

８
時
30
分
～
14
時
30
分
清
水
正
光
館

で
。
８
人
ず
つ
10
組
に
分
か
れ
て
対

局
。
千
円（
小
・
中
・
高
校
生
500
円
）。

申
込
み
は
前
日
ま
で
に
駒
﨑
☎
７
１

２
２
‐
４
４
７
４
へ

◆
野
田
市
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

１
月
20
日
日
14
時
～
16
時
文
化
会
館

で
。「
プ
ス
タ
」「
も
の
の
け
姫
メ
ド
レ

ー
」な
ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
倉
持

  

イ
ベ
ン
ト

  

講
座
・
教
室

「まるごとさつまいも」
八田尚子・構成・文
野村まり子・構成・絵

絵本塾出版

「花と子どもの画家ちひろ」
松本猛・文

いわさきちひろ・絵
新日本出版社

　

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
息
子
が

母
の
生
涯
を
記
し
た
エ
ッ
セ
イ
。

画
家
と
し
て
母
と
し
て
ど
の
よ

う
に
生
き
、
多
く
の
作
品
を
生

み
出
し
た
の
か
、
家
族
だ
か
ら

語
る
こ
と
の
で
き
る
温
か
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
く
ほ
く
あ
ま
く
て
栄え

い

養よ
う

た

っ
ぷ
り
な
さ
つ
ま
い
も
。
ど
こ

の
国く

に

か
ら
日に

本ほ
ん

に
や
っ
て
来き

た

の
か
知し

っ
て
い
る
か
な
。
答こ

た

え

は
こ
の
本ほ

ん

の
中な

か

に
。
ほ
か
に
も
、

さ
つ
ま
い
も
の
ひ
み
つ
が
ぎ
っ

し
り
つ
ま
っ
て
い
る
よ
。

New Books
せきやど図書館の推せん図書

興風図書館☎ 7123-7611

北 図 書 館☎ 7129-8811
南 図 書 館☎ 7125-7981

せきやど図書館☎ 7198-4946
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☎
090
‐
３
５
１
４
‐
３
５
１
１

◆
が
ん
哲
学
外
来
＆
メ
デ
ィ
カ
ル

カ
フ
ェ

１
月
27
日
日
14
時
～
16

時
中
央
公
民
館
で
。
が
ん
の
悩
み
や

病
気
と
の
付
き
合
い
方
な
ど
を
話

し
合
う
。
患
者
や
家
族
、
医
療
関

係
者
な
ど
。
先
着
30
人
。
申
込
み

は
１
月
５
日
土
か
ら
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
髙
野
☎
070
︲
２
１
７
９

︲
０
４
５
７
・

７
１
０
３
︲

８
８
３
６
へ

◆
市
民
ス
キ
ー
大
会

２
月
17
日
日

か
た
し
な
高
原
ス
キ
ー
場（
群
馬
県
）

第
３
ぺ
ア
リ
フ
ト
乗
り
場
前
９
時
30

分
集
合
。
正
午
解
散
。
大
回
転（
年

齢
別
）。
小
学
生
以
上
。
千
円（
保
険

代
含
む
）。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
。
申
込

み
は
１
月
31
日
木
ま
で
に
永
井（
平
野

肉
店
内
）☎
７
１
２
２
︲
２
３
９
７
へ

◆
け
や
き
寄
席

２
月
24
日
日
13
時

30
分
～
16
時
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー

ル
で
。
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
真
打
ち
ま

で
市
ゆ
か
り
の
落
語
家
や
浪
曲
師
が

出
演
。前
売
り
千
円（
当
日
千
200
円
）。

前
売
り
券
は
野
田
公
民
館
・
文
化
会

館
で
販
売
中
。
問
文
化
会
館
☎
７
１

２
４
‐
１
５
５
５

上
平
☎
７
１
５
５
‐
０
４
７
４
へ

◆
千
葉
県
弁
護
士
会「
無
料
法
律
相

談
」
1
月
26
日
土
10
時
～
正
午
千

葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
で
。
１
人

30
分
。
先
着
９
人
。
申
込
み
は
1
月

17
日
木
10
時
か
ら
同
支
部
☎
047（
366
）

６
６
１
１
へ

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費（
月8
は
月
会
費
、
年8
は

年
会
費
、
入8
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー
ナ

ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
教
室

の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
Ｓ
＆
Ｓ
」（
社

交
ダ
ン
ス
）
毎
週
水
19
時
～
20
時

北
部
公
民
館
で
。初
心
者
～
中
級
者
。

月8
３
千
円
。
入8
千
円
。
齊
藤
☎
090
‐

８
０
４
０
‐
０
４
０
６

◆
ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ
・
チ
ャ
ク
ラ
・

ヨ
ガ

毎
週
木
10
時
～
11
時
30
分
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
。
初
心
者
。
女

性
。
月8
３
千
円
。
入8
千
円
。
吉
澤
☎

090
‐
７
８
４
８
‐
３
７
４
３

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
フ
ォ
ー
エ

バ
ー
（
社
交
ダ
ン
ス
）
月
３
回
火
正

午
～
13
時
30
分
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
で
。
月8
４
千
円
。
入8
４
千
円
。

益
子
☎
080
‐
２
０
５
０
‐
８
４
７
５

E

イ
コ

ー
ル ド

キカ ン
ア

ノ ベ ル
ハ

ム
ラキ リ

ホマ ー

ラ

②◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　

12
月
１
日
号
の
正
解
は
「
ま
ん

ほ
ー
る
か
ー
ど
」
で
し
た
。
94
人
の

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、
当

選
者
は
赤
井
政
子
様
、関
井
満
俊
様
、

瀬
能
浜
子
様
、
張
ヶ
谷
米
藏
様
、
岬

美
保
様
（
五
十
音
順
）
で
す
。

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、
二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｊ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
14
面
に

答
え
が
あ
り
ま
す
（
出
題
＝
広
報
広

聴
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
晴
れ
着
姿
の
女
性

  

相　

談

で
突
き
進
む
こ
と
（
16
面
参
照
）。

⑧
４
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
し
く

は
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
。
⑩

順
番
や
吉
凶
・
勝
敗
を
決
め
た

り
す
る
方
法
。
⑫
大
正
、
昭
和
、

平
成
。
⑬「
み
ち
の
く
の
小
京
都
」

と
呼
ば
れ
る
秋
田
県
仙
北
市
の

地
名
。
⑭
先
の
と
が
っ
て
い
な

い
小
型
の
ね
じ
。
⑯
あ
ん
ー
、

食
―
、
カ
レ
ー
ー
。
⑰
大
豆
や

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ッ
ペ
か
ら
発
芽
す

る
野
菜
。
⑱
平
成
30
年
放
鳥
の

メ
ス
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
。
⑳
中
国

史
上
、
実
在
の
明
ら
か
な
最
古

の
王
朝
。
㉑
草
な
ど
を
刈
る
の

に
使
う
道
具
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

の
日
本
語
訳
版
は
「
―
無
情
」。
③
フ

ラ
ス
コ
な
ど
の
実
験
ー
。
電
気
―
。
⑤

忠
犬
―
公
。
⑦
ま
つ
り
の
屋
台
。
⑨
漢

字
の
成
立
と
用
法
に
つ
い
て
分
類
し
た

も
の
。
⑪
言
語
、
言
葉
を
意
味
す
る
英

語
。
⑬
平
成
30
年
の
流
行
語
大
賞
は
女

子
―
日
本
代
表
の
「
そ
だ
ね
ー
」。
⑭

ふ
た
が
上
方
に
開
く
大
型
の
箱
。米
―
。

唐
―
。
長
―
。
⑮
関
宿
藩
主
の
―
氏

（
８
面
参
照
）。
⑯
首
都
圏
の
鉄
道
・
バ

ス
で
利
用
可
能
な
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
。
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
ロ
ボ
ッ
ト
。⑰
タ
カ
・

ワ
シ
は
―
類
。
⑲
ト
ラ
ン
プ
で
赤
い
ひ

し
形
の
模
様
。
�
食
事
の
ほ
か
に
食
べ

る
嗜
好
品
。
�
純
真
で
素
直
な
こ
と
。

【
応
募
方
法
】
１
月
16
日
水
必
着
で
、
は

が
き
に
答
え
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
市
報
に
対
す
る
ご

意
見
を
明
記
し
、
〒
278
‐
８
５
５
０
野

田
市
役
所
広
報
広
聴
課
「
の
だ
っ
こ
ク

イ
ズ
」
係
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
10
名
様
に

「
図
書
カ
ー

ド
」
と
「
黒

酢
米
」
２
合

（
写
真
）
を

セ
ッ
ト
に
し
て
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
市
報
の
だ
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

　

正
解
と
当
選
者
は
２
月
１
日
号
で

発
表
し
ま
す
。
な
お
、
当
選
者
の
方

は
氏
名
を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ《
新
春
版
》

の
―
姿
。
②
消
化
酵

素
の
１
つ
。飴
や
ビ
ー

ル
の
製
造
な
ど
に
利

用
。④「
ペ
ー
ル・ギ
ュ
ン
ト
」

の
作
曲
者
。
⑤
川
や
海
な

ど
を
渡
る
通
路
と
し
て
か
け
る
構
築
物
。

⑥
１
つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て
猛
烈
な
勢
い

⓳

会
員
募
集

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ
ん
し

ん
ね
っ
と「
遺
言
・
相
続
無
料
相
談

会
」
1
月
15
日
火
９
時
～
正
午
野

田
商
工
会
議
所（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
高
齢
期
の
人
生
設
計
・
遺
言
・

相
続
・
成
年
後
見
な
ど
。
先
着
３
人
。

申
込
み
は
１
月
７
日
月
～
11
日
金
に

◎
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
課
題
解
消
に
向
け
て
…
１
月
18
日
金
18
時
～
20
時
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
。
繁
内
幸
治

氏
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
会
代
表
理
事
）
に
よ
る
講
演
。
問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課



業　母子家庭の母や父子家庭の父、お
よび寡婦。個別相談（要予約）、就労
のための「自立支援プログラム」作成。
月９時～ 19 時、金９時～ 17 時

◆無料職業紹介所　市独自の相談員が
求人情報を提供。内職相談も併せて実
施。 ２階＝月～金。い４階＝ 15 日。
９時～ 16 時（正午～ 13 時除く）
※いでは、ハローワークによる各種相
談も併せて実施
◆ジョブカフェのだ（会場＝野田地域
職業訓練センター）セミナー・個別
相談（要予約）、求人案内。40 歳未満
の方かその親。30 日水 10 時～ 16 時。
☎ 7121-1184

◆自立するための生活・就労などに関
する総合相談　 ２階＝月～金９時～
17 時。☎ 7125-2212

◆青少年の悩み事相談　年末年始を除
く毎日。９時～ 16 時 30 分（電話相談
も可）

◆教育相談　学校生活の悩みや不登校
など。青少年センター内＝月～金９時
～ 16 時 30 分（電話・面談・訪問）
※学校休業日を除く

◆教育相談　発達・子育てで心配なこ
となど。野田幼稚園＝第２・４木、関
宿南部幼稚園＝第１・３火。10時～ 14
時 30分。電話予約（14時～17時 15分）
※どなたでも相談できます。

ひばり教育相談（青少年センター内☎
7125-8088）

職業相談（商工観光課）

※１月の法律・不動産・交通事故・行政・
税務相談は、予約制。１月４日金９時か
ら電話で予約を受付
◆一般市民相談　日常生活の悩みごとや
相続、離婚などの一般的な手続きなど。
簡単な相談は電話も可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、
調停中は不可。 11・17・22・23・30 日。
い 24 日。６日間で 60 人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。
17 日。８人

◆交通事故相談　示談や自賠責保険な
ど。 11 日。い 25 日。２日間で８人
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事へ
の苦情や要望など。い９日。 15 日。
２日間で８人
◆税務相談　相続税・贈与税など。
15 日。８人

◆人権相談　人権問題での悩みなど。
７・28日。い17日。３日間で12人。電話予約
◆女性のための相談　 ５階＝第２～４
木。野田公民館（欅のホール内）＝第２土。
10時～16時。電話予約（電話相談も可）

◆家庭児童相談室　児童の問題など。月
～金９時～ 17 時
◆児童虐待相談電話「子どもＳＯＳ」　月
～金９時～17時。時間外、土・日・㊗は留
守番電話かファクス。☎・ 0120-783281
◆母子父子家庭等相談・婦人相談　母
子、父子家庭、寡婦など。月９時～ 19 時、
火～金９時～ 17 時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事
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相談日案内
…市役所、い…いちいのホール

診療時間＝外科・産婦人科＝ 9 時～ 22 時（ただし 16 時～ 19 時は除く）、内科＝ 9 時～ 16 時（19 時～ 22 時は急病センター）
ただし、外科の夜間（19時～ 22時）は、①は小張総合病院（☎ 7124 － 6666）、②はキッコーマン総合病院（☎ 7123 － 5911）で行います。
※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎ 7124-7272：コード 6101）、または野田市ホームペー
ジ（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1009852.html）で確認をしてください。

急病センター ☎ 7125-1188▼内科・小児科＝ 19時～ 22 時（毎日）▼歯科診療＝９時～ 12時（休日）

日（曜日） 外　　科（日中） （夜間） 内　　科 産婦人科
1日(火） 門倉医院（☎ 7124-5311） ① 梅郷痛みと内科のクリニック（☎7126-1900）小張総合病院（☎ 7124-6666）
2日(水） しばやま整形外科（☎ 7120-5355） ② 江医院（☎ 7124-2831） アイレディースクリニック（☎ 7137-7661）
3日(木） 川間春日町整形外科小児科クリニック（☎ 7127-6333） ① 尾崎台クリニック（☎ 7127-6677） キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）
6日(日 ） キッコーマン総合病院（☎7123-5911）（終日）光葉町クリニック（☎ 7197-3971） 小張総合病院（☎ 7124-6666）
13日（日）梅郷整形外科クリニック（☎7125-2011） ② 七光台内科外科（☎ 7127-8800） アイレディースクリニック（☎ 7137-7661）
14日（月）門倉医院（☎ 7124-5311） ① さえぐさ医院（☎ 7193-8630） キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）
20日（日）しばやま整形外科（☎ 7120-5355） ② あらい内科クリニック（☎ 7122-5723）キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）
27日（日）川間春日町整形外科小児科クリニック（☎ 7127-6333） ① 山縣医院（☎ 7125-3741） 川間太田産婦人科医院（☎7127-1135）

市の花市の木 市の鳥

けやき つつじ ひばり
人口と世帯（Ｈ30.12.1 現在）
●人口＝ 154,718 人（＋33）
　男＝ 77,847 人 (＋36)

 女＝ 76,871 人 (－３）
●世帯＝ 67,912 世帯（＋87）
●市の面積＝ 103.55㎢

◆消費生活相談　購入した品物の苦情
や問合せ、架空請求・多重債務相談な
ど。月～金 10 時～ 16 時（正午～ 13
時除く）

◆障がい者の相談　 １階＝月～金８
時 30 分～ 17 時 15 分
◆専門相談　 １階＝ 13 時 30 分～
16 時…発達教育（７日、21 日）、生活
療育（10 日）、就労者生活（17 日）、
こころの生活（22 日）、生活支援（24
日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　 １階＝ 10
時～正午…視覚障がい者（８日）、知
的障がい者（９日）、ろうあ者（15 日）
／ 13 時 30 分～ 15 時 30 分…聴覚障が
い者（８日）、身体障がい者（９日）、
精神障がい者（15日）。電話予約かファ
クス（ 7123-1095）予約

◆外来療育相談　就学前の身体発達の
遅れなど。木 15 時～ 17 時。電話予約
（月 16 時～ 17 時）

◆外来療育相談　就学前の知的発達の
遅れなど。火９時～正午。電話予約（月
16 時～ 17 時）

◆心配ごと相談　日常生活の悩みな
ど。総合福祉会館＝毎週火・第１金
13 時～ 16 時。問野田市社会福祉協議
会☎ 7124-3939
◆行政書士無料相談　遺言や相続、離
婚など。18日金13時～16時。欅のホー
ル４階第１集会室。電話予約。問千葉
県行政書士会東葛支部・伊佐☎ 7129-
0803
◆登記無料相談　相続登記や土地建物
登記など。８日火９時 30 分～ 15 時
30 分。 市民相談室。前日までに電
話予約。問野田地区司法書士会、土地
家屋調査士会・堀江☎ 7124-5665

市民相談（☎ 7125–1111 代表）

人権・男女共同参画推進課（市役所内）

パーソナルサポートセンター（生活支
援課）

青少年センター（☎ 7125-2639）

ひまわり相談（野田幼稚園☎ 7122-
2450・関宿南部幼稚園☎ 7198-
2075）

消費生活センター（☎ 7123-1084）

障がい者支援課（市役所内）

あさひ育成園（☎ 7122-7159）

こだま学園（☎ 7122–2916）

法人や団体などが開催する相談

❶月の
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表紙のことば

千葉県最北端を望む

児童家庭課（市役所内）
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